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①トンデモ場面に遭遇








　私には自慢の家族がいる。とりあえず紹介させてもらうけど、まずはパパ、ママ。二人は時々けんかをするけど、元気で優しい。けんかの勝敗は九割ママが勝つ。多分パパは怒ってるママですら可愛いと思っている。そして自慢のお姉ちゃんは、上品で穏やかで優しくて……立てば芍薬座れば牡丹。歩く姿は……何だっけ。とにかくそんな慣用句で例えちゃうほどとっても素晴らしい女性なんだから！　と、ついさっきまで思っていた。そしてこんな風な頓珍漢なことを考えてしまうほど、私は混乱していた。

（お、お姉ちゃん～！）

　市の教育なんちゃらの研修で午前授業のみというのをすっかり忘れていた。ママにお弁当も頼んだし、本当に失念しておりました……でも、午前授業って分かればラッキーとばかりに喜んで帰宅するのが高校生ってものだ。今日の午後授業は数学、化学だったし。いったん家に帰ってご飯食べたら迎えに来てねって幼馴染の志し恩おんにお願いしていたのにこれじゃあ約束に間に合わない。なんなら志恩に今目の前で繰り広げられている光景を見られちゃうかもしれない。

（どうしよう。どうしよう……！）

　玄関を開けたとき家の雰囲気がいつもと違った。重く、どこか熱を孕んでいる。そういえばお姉ちゃんは今日休みだったな、と思った瞬間、叫び声が聞こえた。泥棒？　なんて一瞬思ったが頭のどこかで「違う」と分かっていた。

　だって、お姉ちゃんが今日は家にいるって言ってた……

「あっ、ああ……っ、ぐ……ぅ」

「どうしたの？　もう、ダメ？」

「あ、音おとちゃ、ん……もう、ゆる、して」

「嘘言わないで。もっとしてほしいくせに」

　真昼間。リビング。家族団らんの場所。そんなほのぼの日常が繰り広げられる所で、姉の音とその彼氏であるご近所のお兄さんの志し朗ろうが激しく絡み合っていた。時々ピシっなんて高い音がする。普段の生活では絶対に聞かない音だ。

（ま、まじかよ～！　おねえちゃ～ん！　しろにい～！）

　私がいつも寝っ転がって独り占めするソファで二人はセックスをしているのだ。

　普通のセックスなら、あらあらお盛んねほっほっほと近所のおばあちゃんのごとく、後は若い二人でなんて思いつつ出ていけるけど……私が知るものとは全く違った。詳しく説明すると、お姉ちゃんがしろにいを押し倒してて、その手にはなんか紐みたいなのを持ってるし、お姉ちゃんがそれを引っ張るとしろにいがうめき声をあげて……。

　ソファの背もたれに隠れているからしろにいの顔ははっきり見えないけど、チラ見えする髪の色からはそうなんだろうと思う。いや、声で分かるけど。

　ほのぼのカップルかと思いきや、まさかこんな激しい関係性だったとは。人は見かけによらないんだなあなんて勝手に納得して一人でうんうんと頷く。しかし、リビングには入れないし、自分の部屋にも戻れない。だって戻ったら私がいるのがばれてしまう。私も二人の濃厚な絡み合いを見てしまった手前、今はちょっと顔を合わせにくい。

（こうなったらそっと出ていくに限る……）

　そして、遊ぶ約束をしていた志恩の家に寄せてもらおう。そこでお弁当を食べればいい。そうと決まれば、気づかれないように出ていくのみ。相変わらずしろにいのうめき声とお姉ちゃんの楽しそうな声が聞こえてきてなんともいたたまれない。

（今日で忘れるから！　お姉ちゃん、しろにい、ごめんなさい）

　きっと自分たちが居ないのを見計らっていつもこんな風にセ、セックスしているのだろう。心の中でもどもってしまうほど、私は焦っていた。普通でない精神状態であったが、物音を立てずに外に出ることだけは成功した。





　◇◇◇






　ピーンポーン、ピンポーン……ピポピポピポピポーンとすさまじい勢いでインターホンを連打する。家の外に出て、まっすぐに志恩の家に向かう。初夏の陽気のせいか、汗が一気に噴き出てくる。それを拭う余裕もなくて、とにかく混乱した気持ちのまま呼び鈴を押し続けた。

「華はなちゃん、今出るって。っと」

「志恩！」

　玄関の扉が開くのと同時に私は家の中に駆け込んだ。幼馴染の志恩が目を真ん丸にしているが、それどころではない。息が切れ、うまく呼吸ができない。膝に手をついてひいひいしていると、志恩が「どうしたの？」とのぞき込んでくる。

「あ、あのね！」

　がばりと顔を上げて今あったことを一から十まで説明しようとして気づいてしまった。

（……だ、だ、誰かに話すなんて無理！）

　理由その一、お姉ちゃんのエッチな場面を見てしまった。理由その二、ちょっと不思議な関係性だった。理由その三、その相手が志恩のお兄さんの志郎さん。い、言えない～！　心の中で叫んだあと、私は表情を落として取り繕う。

「ごめん、なんでもない」

「何でもないって……そんな風に慌てて入ってきて何でもないなんて」

　驚き顔から心配顔に変わった志恩に心の底から申し訳なさを感じてしまった。黒くろ井い志恩は私の幼馴染兼、親友だ。幼稚園、小学校、中学校、高校……ずっと一緒に育ってきていて、何ならクラスもずっと同じだ。こんな奇跡があるのかと思うくらいずっと一緒に年月を重ねている。

「華ちゃん？」

「……ごめん、何でもない。早く志恩と遊びたくて。お弁当ここで食べていい？」

「別にいいけど……」

　何も聞かないでくれる志恩には感謝しかない。溢れ出るため息と共に靴を脱ぐが、必死で駆けていた足は全く力が入らなかった。

「っ、」

　膝が抜け、体が傾く。反射で手を前に出して何とか受け身を取ろうとしたが、床にぶつかることは無かった。

「華ちゃん、危なかったね」

「し、お……」

　長くたくましい腕が私の腹をしっかりと抱えていた。

（おとこの、ひとだ）

　いつもなら、ごめん。ありがと！　ナイスキャッチー！　で済ます自分だが、今日はどうしても性の違いを意識してしまう。

「華ちゃん？　どっかぶつけた？」

　ピクリとも動かない私を心配したのか、志恩が顔を近づけてくる。声と共に漏れた吐息が首筋に当たり、体がびくりと揺れた。

（声も、低い）

　いつも自分ばかり喋っていて、志恩の声をちゃんと意識して聞いていなかった。ずっと一緒に育ってきて、同じように成長していると思っていた。自分がドジをして転びそうになったとき、志恩はずっと助けてくれていた。

　そう、こうやって私を支えて……。

「っ、だい、じょうぶ！」

　不自然なほど大きな声が出た。そし志恩の腕から逃げるように勢いよく体勢を直す。

「華ちゃん？」

　顔に一気に熱が集まって、隠せないくらいに真っ赤になっているだろう。志恩が不思議そうに首を傾げている。よっしゃ、ばれてないセーフセーフ。そんな風に思いながら私は少しずつ彼と距離を広げていく。

（言えない言えない……急に志恩の男らしさを感じてビビってるなんて）

　どうして気づかなかったんだろう。正面に立てば余計に実感してしまう。志恩が自分とは全く違う人だって。

　凹凸のしっかりした喉、太い首、広い肩幅、長い腕……長い足……って、めちゃ長い。モデルかよってくらい長い！　悔しい！　と、考えが逸れていくが、つまり言いたいことは、志恩は私とは違うってこと。ずっと一緒に育ってきて、自分の片割れのように思っていたが、それは間違いだった。お姉ちゃんとしろにいが付き合ったと聞いたとき、私は何の疑問も持たなかった。だって二人はいつも一緒で、それが自然の流れだと思っていたから。けど、二人の間にはきちんと男女の関係があってそれが……。

　そこまで思い立って、はたと気づく。

（……しろにいの弟である志恩もそうってことなの？）

　なにがそうかと聞かれれば、鮮明に思い出せる主従関係。お姉ちゃんが何かを引っ張って、しろにいがちょっと苦しんでいて……。

（え、あれをわたしが志恩にするの？　どうやって？）

「お～い華ちゃん？　なんか余計なこと考えてな～い～？」

「……」

　お姉ちゃんが上に乗っかって、しろにいを責めてた。それを自分と志恩に置き換えてしまう。付き合ってもいないのに図々しい！　なんて責められそうだが、今は一旦それを置いておこう。

「華ちゃん～？　華、華～？」

　遠くで自分を呼ぶ声が聞こえたが、私は周りを完全にシャットアウトして考え込んでいた。志恩のことは大好きだ。でも、もしお姉ちゃんたちみたいにして欲しいって言われたら……。

「無理だ」

　自分には大好きな志恩を虐めるなんてできない。それに、こんな逞しい体だ。すぐにやり返されてしまうだろう。もし逆だとしてもそれはそれで無理だ。

「うん。無理」

「無理って、何が？」

　勝手に色々一人で妄想して結論付けていると、心配そうに瞳を揺らした志恩の顔が目の前にあった。

「お、わ」

「また変なこと考えてる。華ちゃん、ほんとに何があったの？」

　声にも不安の色を浮かべている。私は改めてそのご本尊並みに美しい顔をじっと見つめた。

　志恩はどうして私と一緒にいてくれるのかと思うほどかっこいい。少し切れ長の涼し気な目元。深い黒い瞳は、見る角度によっては深海のような青を映し出すときがある。私はそれを見つけるのが大好きで、幼馴染特権を活かしていつものぞき込んでいた。整えられた髪、長い手足、思いのほか鍛えられた体。こんな完璧な男の子が……と、華はあることに気づいてしまった。

（もしかして、私みたいなのがうろちょろしていたら、志恩の性的な幸せが遠のくんじゃ……）

　しろにいと、志恩は本当に仲がいい。仲良し兄弟なら性的思考もきっと同じだろう。私はそれを叶えてあげることはできない。幼馴染特権でいつまでもひっついていたが、これからはお互いの幸せのために別れがたくも離れるしかないのだろう。

「……志恩」

「何？　何だかすごい嫌な予感しかしないんだけど」

「お互い、幸せになろうね！」

　わたくし、白しら井い華。今日をもって幼馴染の黒くろ井い志恩から卒業します！　そんな私の決意を知ってか知らずか、志恩は分かりやすく表情を歪めた。やだ、素敵なお顔が台無しよ。なんてツッコミを入れる暇もなく、すごく長いため息が漏れている。

「……華ちゃんの決意はたいていロクなもんじゃないんだけど」

「そんなことないよ。お互いの幸せのためだよ」

　ふん、と胸を張れば、長い指で額をはじかれた。

「いて！」

「ま、いいけど」

「じゃあ、お互いの門出を祝ってお昼ご飯にしましょう」

　単純な自分のお腹は先ほどから空腹を訴えてぐうぐう鳴っている。

（志恩とずっと一緒に居られたらいいなって思ってたけど、そんなわけにいかないもんね）

　少しだけ痛む胸に気づかないふりをして、私はお弁当の蓋を開ける。すると、驚きと全速力で走った賜物と言わんばかりに中身がミックスされた残念なおかずが露になった。

「っ、ぷ、どれだけ焦ってたの」

「……ひどすぎる……今日はわたしの大好きなポテトサラダが入ってたのにミックスされてる……」

　落ち込む私を慰めるように、大きな手のひらが頭を撫でた。こういうときの優しさは昔からちっとも変っていない。私が悲しかったり辛かったりすると、志恩はいつだって飛んできてくれた。これからそんなことも無くなるのかと思うと、本当に悲しくて涙が出そうだった。だけど、私には志恩を満足させてあげられない。性の不一致が離婚原因の大半を占めることもあるのだ。恐ろしい。

「……虐めてあげられなくてごめんね」

「ちょっと何言ってるかわかんない」

　この日食べたお弁当の味はミックスされていたが、いつも通り美味しいママのお弁当だった。







②パワハラ・セクハラ、シャウト寸前








　午後十時。疲れてむくんだ足を引きずりながら自宅への道を歩く。とぼとぼと悲しい足音が聞こえてきそうなほどに、私はまいっている。

「はぁ～～～～」

　ロングブレスの講師も驚く長さのため息が自然と漏れた。大学を卒業して就職したデザイン会社で仕事を任されるようになり、自分の代表作と胸を張れるような装丁デザインにも関われた。後輩に指導をする立場になりやっとこさ「楽しい！」と思えるようになったときだった。

（海え老び根ねさん、早く戻ってきて欲しい）

　今心の中に浮かべた海老根さんはこの間まで私の直属の上司だった。とっても穏やかで物腰も柔らかく相談しやすい理想の上司と言っても過言ではない人だった。そのうえ、人を見る目があり誰にはこの仕事が合う、この人にはこれがぴったりなど采配上手でもあった。そんな海老根さんはとっても愛妻家で、奥さんの妊娠を機に、我が社初めての育休を取得すると宣言していた。そして、赤ちゃんの誕生と共に、海老根さんも育児休暇に入った。そしてその穴埋めとして臨時の上司が配属されたのだが本当に最悪オブ最悪だった。




　こいつがまあ、横暴で高圧的で論破大好き人間。人をまるで駒のように扱い、無茶な仕事の依頼も増えた。

「あんの横暴野郎……！」

　思い出すだけでイライラが止まらない。野の原はらというほのぼのした名字のくせして、中身は焼け野原のように荒れている。そんなことを思い出していると、また怒りが湧いてきて自然と奥歯を噛みしめていた。

　今日は作成したデザインに修正が入った。修正というよりも、取り換えというほうが正しいかもしれない。先方から修正の依頼が入っていたようだが、私には知らされていなかった。わかっているくせに、「依頼通りにできないの？」なんてにやにや言われたものだから、怒りで拳がぶるぶると震えた。そのまま大きく振りかぶって頭頂に向かって振り下ろす想像までしてしまうから私の我慢も限界なのかもしれない。きっと自分の所にも変更の連絡が来ていたはずだ。でも、野原は何かしらの手立てでそれを消したのだろう。あまりにも悔しくてメールも書類も全部確認した。けれどもその痕跡は一切ない。

　自分の手柄のために上にはいい顔、下には高圧的。仕事の全てを把握しておきたいのか、全て上司の確認が必要になってしまった。前の上司はスタッフとクライアントのやり取りを把握し一個人にきちんと任せてくれていた。スケジュール管理と進行の遅れを瞬時に把握し、空いているスタッフを補佐に回すなど会社全体をうまく回してくれていた。今になってそのありがたみを全身で感じていた。

（たぶん仕事はできる人なんだろうけど）

　返されたデザインは、クライアントの依頼通りのものが出来上がっていた。でも、でもでも。

（ちゃんと変更の依頼を教えてくれていれば私にだってできた！）

　あのしたり顔。確認ミスを突くときのネチネチさ。の、くせして人の体をじろじろ眺めてくるいやらしい目つき。

「う～！　きも！」

　夏の暑さが吹き飛ぶほどの寒気に襲われる。とにかく帰って早くあったかい風呂に入ろう。そうだ。そうしよう。そうと決まれば早く家に帰る！

（今日は、変な夢をみなければいいな……）

　まだまだ外は暑いのに、寒気で肌が粟立つ。腕をさすりながら疲れた足を叱咤して家路を急いだ。





　◇◇◇






　夏はただでさえ寝苦しいというのに、夢見が最悪だった。嫌なことが続くと夢でまで見てしまうと身をもって知った。

　昨日は、給湯室でコーヒーを淹れていたら「仕事も終わっていないのに優雅なもんだ」「そんなことよりもやることあるだろう」とネチネチ言われ、そのことがそのまま夢に出てきた。その前は、装丁デザインに関わった出版社にお礼のメールを打っていたところ、「そんなことをする時間があったら他のことに使いな～」とこれまたイヤミったらしく言われたのを鮮明に夢で見てしまった。

　頭の中に残るネチネチパワハラ上司の声が今でも頭に響いていてとても気分が悪い。

「仕事行きたくないい～～～」

　マジ無理。今日はどんな無理難題を引っかけられるのかと考えると、頭が痛くなる。こう言っちゃなんだが、自分のメンタルは強い方だと思っていた。人生には決断しなければならないことがたくさんある。大小あれども、私は全部自分で決めてきた。失敗したときは反省はするけれども、後悔はしなかった。それは自分の気持ちの強さがあったからだと大人になって初めて分かった。

　けれども、こうしてあまりうまくいかないことが続くと、ぐらぐらと気持ちが揺れてしまう。仕事を辞めて実家に帰って……あ、お姉ちゃん夫婦が暮らしてるから帰れないか～……でも、ちょっとくらいならいいかな。あ～でもまたあんな場面見るの困るなあ～……

　なんてぼんやり思っていると、もう仕事に行く時間だった。仕方ないと重い腰を上げると、寝不足のせいか少しめまいがした。ありがたいことに今日は金曜日。今日を乗り切れば明日は休みだ。この取っ散らかってとんでもない惨状の部屋を片付けて、苦みの強いコーヒーと季節のサンドイッチ（近所のパン屋・今はトマトとフレッシュチーズのサンドイッチ）を楽しむんだ。そんなささやかな幸せを心の支えにして今日も頑張ろう。私は気力だけでなんとか立ち上がる。そして今日は何を言われるんだろうな～と最悪の出来事も一緒に考えながら支度をする。

　昨日は、休憩時間の過ごし方。一昨日は仕様の変更。その前は～……思い出すだけで気持ち悪い。食事をとる気力もなく、疲れと憂鬱な気持ちを背負ってドアを開ける。

「うっ、あづい」

　容赦ない太陽の日差しに負けそうになるが、そこはまだギリギリ二十代の気力でなんとか乗り切った。




「白井さんさあ～」

「……なんでしょう」

　おはようございますの挨拶の前に、ネチネチ野原の口が開いた。始業ギリギリにやってきて、開口一番これかよと私は心の中で盛大に舌打ちをする。

「最近、身だしなみがおろそかだよ？　今日は打ち合わせが無いからって気、抜いてる？　だめだよ？　身だしなみは心の乱れ。心が乱れるといい作品もできないぞ？」

「お……」

「お？」

　おまいう～～～～～!?　と叫びだしそうになるのを必死に理性で押さえこむ。きったない髭拵えて何を！　こちとらお前がネチネチうるさいから夜も眠れないほど悩んでんだぞ？　事なかれ主義のメンタルつよつよの私が！　野原の頭の中はお花畑か！　とその胸にぶら下がる、やったらキラキラしたブランドネクタイをひっつかんで詰め寄ってやろうかと思うくらいのおまいう案件だった。

「お……お化粧のノリがあまりよくなくて。すみませんでした。以後気を付けます～」

　ひきつる頬を隠せずやっとの思いでそう返す。

「化粧のノリか～。そう言われると肌のキメも良くないよ」

　そう言っていきなり顔をのぞき込んでくる。平手打ちをぶちかましたいところだがなんとか我慢して、のけぞって距離を取る。

「女性はいい恋といいセックスをしないとね。白井さん、いい恋してないでしょう？」

「き……」

「き？」

　キモ～～～～～～～～！　と叫びそうなのを堪える。今日のネチネチはしつこい。いい恋ってなんだよ！　こちとら、二十七年恋人なしの恋愛経験ゼロ女です～！　怒りと気持ち悪さで体が震える。

「あ、これはセクハラかな。ごめんね。謝ったからもう終わり……ああ、でも」

　頭の中がお花畑の野原がそっと近づいてくる。

「イイ恋のお手伝いならできるよ？」

　なしで～～～～す！　と心の中で叫ぶ。

「そちらは必要ありませんので」

　とにかく毅然とした態度だ。もしかしたら自分のこんな態度が相手のパワハラを増長させているのかもしれない。が、屈したくもないし、尊敬もできない相手に媚びを売る必要はない。私は私の信念を曲げることが大嫌いだ。

「っ、ち！」

　これ見よがしに舌打ちをして、わざと私のカバンを蹴っ飛ばした。マジか、子供かよ！　こんなのが上司なんて～！　と、はらわたが煮えくり返る思いで、散らばった荷物を整える。

「あ～もうマジ無理」

　メンタルが強くたって、嫌なものは嫌だから。ぽっきり折れそうになる心を支えてくれるものはない。自分の気持ちは自分でコントロールできたはずなのに苦いコーヒーも季節のサンドイッチも今の自分には少し頼りないものになってしまった。




　あのクソ焼け野原が来る前、金曜日は楽しみで仕方が無かった。週末だからとみんな一斉に定時退社をし、飲みに行きたい人は集まり、家庭を大切にしたい人、一人で楽しみたい人、それぞれみんなの気持ちが尊重されたいい週末だった。それが今では帰ることは許されず、野原の顔色を伺いながら残業する最悪の週末を迎えることになった。

「さて、そろそろみんなも帰りなよ？　お疲れ！」

　スマホゲームがいいところまで進んだのか、やっと野原が席を立った。オフィスのドアを閉めて、エレベーターの起動音が聞こえたところでみんなが一斉に息を吐いた。

「私たちも帰ろうか」

「白井さん、大丈夫ですか？」

　周りの後輩たちに声をかけると逆に心配されてしまった。大丈夫なんてとても言えず、曖昧に微笑むにとどまった。

　もう我慢の限界だ。自社のハラスメント部門に相談しようか。けど、それで海老根さんが早く戻ってくることになっちゃったりしたら大変申し訳ない。育児休暇取得前、子供の成長を見られるのが楽しみだと笑っていた。それを考えると決意が揺らぐ。

　金曜日だが、何もする気が起きない。お腹が空かないから、食べる気力もない。でも、私の中にぱっとある思いが浮かぶ。

（誰かとごはん食べたいなあ……）

　一人暮らしを始め、孤食にもなれたはずだった。でも今は無性にママのご飯が食べたい。昔は帰ればいつでも暖かいご飯があって、お昼には美味しいお弁当があって。

「ちょっと酸っぱいママのポテトサラダ……」

　マヨネーズの酸味がちょっと強い、手作りのポテトサラダ。お弁当に入っていると嬉しくて一番に食べちゃってたっけ。

『華ちゃんはいっつも好きなものから食べるね』

『だって、早く食べたいじゃん！　そういう志恩は、いつも好きなもの最後に残すよね』

『うん。俺は好きなものは絶対最後に食べるって決めてるんだ』

『だれかに取られるかもじゃん』

『取られないよ。守ってるから』

　今までずっと思い出さないようにしてたのに、心が弱ると一番楽しくって幸せなときを思い出すって本当なんだな。かっこいい幼馴染と並んで食べたお弁当を思い出して、鼻の奥がツン、と痛んだ。

「は～～～あ」

　帰り道、一人。また長い長いため息を零して、とぼとぼと歩いていく。疲れているのに夢にまで出る野原のせいで寝た気がしない。いったいどうしたらいいんだろう。答えが見つからなくて、辛い。

　パパとママが居て、優しくてちょっと変なお姉ちゃんと、その彼氏のしろにいと……大好きな親友と……あと、大好きな志恩とわちゃわちゃしてたころに戻りたい。高校生の頃あれだけかっこよかったんだから、今はもっとかっこよくなっていろんな女の人をとっかえひっかえしてるか、それとも心に決めた大切な女の人に虐めて……いや、考えるのはやめよう。

「でもやっぱり……」

　会いたいなあ。志恩、元気かなあ。蒸し暑い夜、街灯の向こうにある夜空を見上げながらそんなセンチメンタルなことを呟いてみる。漫画のワンシーンではありがちのような気がするが、実際にやっているやつは中々いないだろう。そんなおセンチな気分を味わいながら、ゆっくりと歩みを再開する。漫画ならきっとここで大好きな幼馴染に名前を呼ばれて運命の再会を果たすのよ。

「華ちゃん……元気だった？　な～～んてね！」

　と、一人志恩の真似芝居をむなしく堪能する。今頃何してるかな～なんかよくわかんないけど、志恩の家は他の人の家じゃ見られないようなすんごい絵とかを飾ってたよな～。なんて思い返していると少しだけ気分が上がってくる。ほんと、楽しかったなあ。あの頃は。懐古していると、思い出が次々と蘇ってくる。大親友の麗れいちゃんは元気かな。お母さんになっちゃったから中々会えないけど、たまには連絡してみようかな。そう思うとまたまた気分が上がってくる。

　けれども、やっぱりすぐにパワハラセクハラ上司のことが思い出されて気分が落ち込む。浮き沈みが激しく、気力もごっそり持っていかれた。

「辞めたいな……」

　辛いこともあったけど、自分の努力でなんとか乗り越えられた。けど、現状はどうあっても自分一人ではどうにもできない。楽しい思い出だけでは生きていけない。

　初めて誰かに寄りかかりたいと思ってしまったのだ。もしかしたら、お姉ちゃんとしろにいも何かしらの心の支えが必要でああなったのかもしれない。そんなことを考えると、自分の幼さゆえに投げ出した存在の大きさに今更気づいてしまった。

「華ちゃん」

　いやいや。私の勝手で大切な幼馴染を突き放しておいて、今更助けてなんて勝手すぎる。けど、幼馴染として「久しぶり！　元気？」なんてのは許されるか？　待てよ。もしかしたら結婚してるかも？　結婚してたらわたしみたいのはほんと邪魔になる……お姉ちゃんとしろにいは結婚式も挙げてないし、顔合わせも今更～なんて言ってやらなかったし、その分二人は豪華客船みたいなのに乗って三か月くらいのクルーズ新婚旅行に行ってたし……。

「……華ちゃん。華ちゃん」

　とりあえずそれは置いておいて、おねえちゃんに志恩が結婚したかどうかくらい聞いてもいいよね？　もしそれでしてないって言ったら彼女がいるかどうか聞いて、それでもいないっていったら今どうしてるのかな～？　って探りを入れる方向でどうだろう。

「よし！　そうしよう！」

　そうと決まれば、と意気込んでいると、いきなり目の前に誰かが現れた。

「何がそうしようなの？　華ちゃん」

　聞き覚えのある声。真っ黒で大きな目。さらさらの髪の毛。ずっと側にいてくれて大好きな人。

「……しおん？」

「そうだよ？　名前呼んでるのに気づかないんだもん」

　もん、って可愛く拗ねてる。今会いたいな～って思ってた人が目の前にいるなんてどんな展開だ。漫画？　え、ここ漫画の世界？　なんてぐるぐる考えていると、志恩が昔と変わらない顔で笑った。

「華ちゃん、久しぶり」

「し、し、」

　ちっとも変わらないイケメンが微笑んだ。その瞬間何かの堰が切れたように私の目から涙が溢れだした。

「わ、華ちゃん。どうしたの？」

「あ、あ、会いたかったよう～～！」

　そんな風に大きな声で泣き出した瞬間、意識がブラックアウトした。







③ホカホカオムライスと、ちょっと酸っぱいポテトサラダ








　あったかい。ふかふか。疲れた体が何かに包まれる。少し硬いけど、私専用の抱き枕みたい。縋るようにぎゅうっと抱きしめると、あったかい何かがさらに自分を包み込んできた。それがとっても嬉しくてすり寄ると、意識が急に重たくなった。あ、もっと深く眠れそう。久しぶりの安眠の予感に、抗うことなく意識を手放した。





　◇◇◇






「……ここはどこ、私は誰」

「あ、起きた？　びっくりしたよ。急に倒れたと思ったら寝てるんだもん」

　記憶喪失ぶってそんなことを口にしたが、どうやら倒れてしまったようだ。そして、声のかけられた方向を向くと、やっぱり志恩がいる。どうやら夢じゃない。本当に会えたのだ。

「しおん」

「ちょっと、ちょっと、また泣くの？　どうしたの華ちゃん」

　パワハラモラハラセクハラ上司のせいでメンタルもフィジカルもやられていた。そのせいもあってか一度タガが外れてしまうと自分で感情をコントロールできなかった。ぼろぼろ零れる涙のまま志恩に縋るように手を伸ばす。すると、昔のように、すぐに駆け寄ってきてくれた。

「会いたいな～って思ってたの。そしたら本当に志恩が来てくれた」

　まるで抱っこをねだる子供のように志恩にしがみつく。ぬくもりに包まれて私は大きな声を上げて泣き出してしまった。

「……華ちゃんが俺に会いたいって思ってくれたらいつだって駆けつけるよ」

「優しさのかまたり～！　じゃなくて、塊！　でもなくて、どうして……」

　会いたいと思った瞬間に再会だなんて出き過ぎている。いや、もちろん嬉しいのだが、こんなにもうまく事が運ぶと能天気な自分でもさすがにおかしいと思ってしまう。

「華ちゃん」

「な、なに……？」

　あれ？　なんか黒い。志恩が黒い。志恩の名字は黒井、だが、なんだか声もオーラ（見えないけど）真っ黒だ。それ以上追及するなって言ってる。はい、わかりました。私は素直に質問を止めた。

「オムライスとポテトサラダ食べる？」

「え、オム……」

「華ちゃん、好きだったでしょ？　運んだときあまりにも軽くてびっくりした。ご飯食べないとダメだよ」

　おいで、と手招きされて私はベッドから足を下ろした。足の裏全体を包み込むような毛足の長いラグ。おっかなびっくりで歩みを進めて寝室らしき場所を出ると、眩しいくらいのリビングが迎えてくれた。

「ほら、座って」

「え、と……」

　ここはどちら？　と浮かんだ疑問を解決する暇もなく、椅子に座らされる。自分の部屋の何倍もありそうなリビングと、つやピカのダイニングテーブル。座った椅子は自分の尻を押し返してくれるほどふかふかだ。

「はい。お腹、すいたでしょう？」

　目の前に置かれた大きなお皿。黄色い玉子にくるまれた完璧なフォルム。流れるようにかけられたケチャップはお店のように完璧なバランスだ。しかも、自分が好きな薄焼き玉子タイプのオムライス。志恩が作ってくれたのか？　それよりも、私が好きな食べ物を覚えていてくれたのが嬉しい。色々な感情が浮かび、頭の中が整理できない。

「おいしそう……」

「美味しいよ。あと、ポテトサラダね。華ちゃんこれも好きだったでしょ？」

　ぐうぐうと腹の虫で返事をする。オムライスだけでも驚きなのに、大好きなポテトサラダまで出てきた。この時点で自分の思考はどちらから食べようかでいっぱいだった。

「華ちゃんママに教わってきたから、昔食べた味だと思うよ」

「っ、」

　きちんと並べられたカトラリーケースからスプーンを取り、山盛りのポテトサラダを掬う。一口にしては多かったが、腹の虫を泣き止ませるにはこのくらいじゃ足りない。大きな口を開けて、思い切り頬張る。すると、昔から大好きだった味が口いっぱいに広がった。

「……ママの味だ」

　味覚は記憶のトリガーになるらしい。ママと、パパとお姉ちゃんと志恩と……楽しく過ごし、当り前だった過去が一気に蘇ってくる。あのとき選択したことが間違いだと思わないが、こうしてパワハラセクハラに耐える毎日を知って、いかに尊いものだったかを思い知らされた。

「おいしい～……」

　少し酸味が強くて、野菜の歯ごたえがシャキシャキしてるママのポテトサラダそのものだった。一口、二口、と口に運んで次はオムライスに狙いを定める。端から食べるなんていい子ではない。ぷっくり膨らんでケチャップが流れる中心部にスプーンを差し込んだ。薄焼き玉子が破れると、野菜の甘みと濃厚なケチャップが絡まった食欲をそそる香りが立ちあがった。

「私の好きなウインナーとグリーンピースが入ってる～！」

「華ちゃん、小さく刻んだとり肉が苦手だったなって。グリーンピースは今でも好き？　大丈夫だった？」

「うんうん。うれしい～志恩、ありがとう」

　昔から少し苦いグリーンピースが大好きだった。塩豆として売られているグリーンピースをご飯に混ぜたりオムレツに入れて貰ったりなど、変わったものが好きだった自覚はある。それと、お肉自体はとても好きだが一口大に切って隠れているような肉はあまり好きではない。昔から変だ変だと言われたが、生のトマトは食べられないが煮込んだトマトやケチャップは食べられるのと同じだと言い張っている。細かいお肉と言っても、肉メインのハンバーグとかは大丈夫なのだから、自分でもよく分からない。ポテトサラダと同じように大口で頬張ると、玉子、ケチャップ、ライス、そして時々グリーンピースのほろ苦さがしっかりマリアージュして美味しい以外の何物でもない。

「……おいしいよ～」

　お腹が空いたことも久しぶりなうえに、自分の大好きなものばかり食べられ、しかも目の前には大好きな志恩がいる。

「わたしの大好きしかなくてめっちゃ幸せ」

　ぱくぱくオムライスとポテトサラダを食べ進めていき、「幸せ」「幸せ」「大好き」「大好き」と馬鹿の一つ覚えのように繰り返す。食べるのに夢中になりつつも、ちらちら視線を移すと志恩がいる。それだけでさらに幸福で満たされる。こんなに心が温まるのは久しぶりだった。

「ゆっくり食べて。今日は泊っていいから」

「え！　でも、そこまで……」

　食べたら帰るつもりでいた。少しだけ眠ったが、いつものような悪夢は見なかったし、今日なら心行くまで眠れるのではと思ったからだ。

「寝落ちして倒れちゃうくらい疲れてたんだから、今日くらいうちで休んでいきなよ」

「あ、ここが……今の志恩のおうち？」

「そう」

　実家出たんだね、とか今何してるの？　とか色々聞きたかったが、さっきの聞かないで欲しい雰囲気を察知してしまうと質問が憚られた。

（昔から……時々こういうとこあるんだよね）

　拒絶とも違う、踏み込めない雰囲気。多分それ以上入り込んだら、きっと今までとは違う何かになってしまいそうな気がしてならない。

「……華ちゃんは、ほんと鋭いよね」

「え？　私が？」

「うん、華ちゃんが」

「……志恩が、じゃなくて？」

　私が伺うように仰ぐと、志恩は口元を手で隠してくつくつと笑いを零した。昔と変わらない笑い方に、ああ、本当に志恩と一緒にいるんだなあ、と実感する。

「ふふふ」

「なに？　どうせ、志恩と一緒にいるんだなあ、って思ってるんでしょ」

「当たり～」

　数年ぶりに会っても変わらないやり取りに、ホッとしている自分がいる。離れると決めてから不自然にならない程度に距離を置いて、受験を機会に決定的な離別に成功した。志恩は日本でも数本の指に入る国立の理工学部へ。私は都内の女子大に入学したからだ。もともと学びたい学部が志恩と同じ大学と私が受験した女子大の両方にあり、離別の決意と共に女子大を選んだ形となった。

「ほら、お風呂入っておいで。明日の朝は起きたら一緒にサンドイッチでも買いに行こう」

「……う、」

「華ちゃんの好きな炭酸の固形入浴剤もあるよ。森林浴の香り好きだったでしょ」

「ううう。でも、基礎化粧品とかもないし」

「ああ、大丈夫。うちにあるから」

「え」

　もしかして、彼女さんの？　と思ったのが顔に出たのだろう。それならば余計に使うこともできないし、泊まることもできない。

「言っとくけど、彼女とかいないからね」

「え、」

「……何でだと思う？」

　少し首を傾げて、手に顎を乗せた志恩が少しだけ身を乗り出してくる。今までにない雰囲気に、体がかちりと固まった。さっきは聞いてくれるなだったのに、今度は答えて欲しいって？　難しいことを言うなあなんて思って志恩から視線を逸らせない。

「彼女なんていないよ。今まで、ずっと」

「へ、あ……」

　綺麗な目を細めて、じいっと自分を見つめてくる。魔性の瞳に私は吸い込まれてしまう。ナニコレ、コノヒト、ダレ？　と、目の前の人を見失う。そのときふと、転んで抱きしめられた記憶が蘇り、ドクンと心臓が大きく拍動し始めた。いつもだったらこんな話題になると、華ちゃんはいつもそんな風に勘違いして、って笑ってたはずなのに。

「華ちゃんはいつもそんな風に勘違いして」

　そうそう。こう言って笑ってくれていた。しかし、目の力強さは失われず、態度が昔と全然違う。ある種の……怒りのようなものまで感じられる。

「華ちゃん」

「あ、あ、……私！　お風呂入ってくる！」

　まるで私がそう逃げるのを予想していたように隣に置かれていたバスタオルをひっつかんで慌てて立ち上がる。

「ん。そこのドアを出て、右手にあるよ」

「っ、かしこまりました～！」

　とにかくこの場から逃げ出したくて、私は言われた通りにする。バターン！　と大きな音を立ててドアを開いて、同じようにバターン！　とドアを閉める。すぐ右手にあったドアもバターンと音を立てて開いて閉じて、やっと一人になれた。

「あ、な、ななに……？」

　全然違う。昔と変わらないなんて、嘘。何が違うかうまく説明できないが、何もかもが違っているような気がしてならない。ただ、どこかで私を風呂場に追いやるためにあんな態度を取ったのではとも思ってしまう。私の性格を知り尽くした志恩にしかできない。

「……ん？　っていうことは、もしかしたら」

　私が志恩から離れようとしたことも気づいていた？　なんてちょっぴり恐ろしい考えが浮かんだ。

「……やーめた」

　思念に潜り込みそうになった瞬間、私は思考を放棄した。だって、もしそうだとしたら、志恩は私と離れるのをよしとしたことになる。

「そんなの……」

　自分の中で最低最悪の感情が浮かぶ。自分勝手もいいところだと舌打ちしたくなるような衝動にかられ、私は着ているものを次から次へと脱いでいく。これ以上深く考えてはいけない。必死に自分をやりこめるように、浴室のドアを開ける。そして、まだ温まってもいないシャワーを頭からかぶる。

「……ヤダ、なんて私が言っちゃいけないんだから」

　叩きつける水音にかき消されるような小さな声で、ぽつりと呟いた言葉をきっかけにやっと思考を拒否することができた。
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　遠くからシャワーの音が聞こえる。歓喜のあまり、震えが止まらない。自分は今どんな顔をしているだろうか。きっと、口角を上げて三日月を描き不気味な笑いを浮かべているだろう。

「はあ……」

　息をゆっくり吐いて、気持ちを落ち着ける。ずっとずっと一緒に育って、生涯を共にすると思って生きてきた。

　自分は生まれつき、ありとあらゆる感覚が敏感だった。視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚。子供の頃は大きな音や周囲の匂いにも敏感で難しい子だったらしい。ヒトというのは不思議な生き物で、強いストレスを感じると血流が促進され、体温が上がる。急激に上がった体温を下げようとして自然と汗が出る。ストレスによって特有の硫黄化合物が産生され汗と混じると個別差はあれど不快なにおいが強くなる。ストレスが強ければ匂いも強くなるが、ほとんどの場合嗅ぎ取れない程度のものだったり、近づくと分かる程度のものだったりする。しかし、感覚が敏感な自分にとって、それらの不快な臭いをより強く感じてしまっていた。ヒトは後ろめたいことや嘘をついたりすると、この臭いが強くなる。そして、敏感な感覚は、浅く速い呼吸音を拾い、良すぎる視覚はこめかみにうっすら浮かぶ汗すら見つけてしまう。

　つまり、側にいるだけで目の前の人物が自分にどんな感情を抱いているか敏感に感じ取れてしまう。そんな負の感情をぶつけられるのか？　と思われるかもしれないが、志恩の家は普通の家とは少し違っていた。怨念渦巻く……とまではいかないものの、次男という立場上、兄のスペアだの跡取りでなくて残念だ。と、他の家より悪意に晒される機会が多かったのも不幸だったのだろう。子供の頃はヒトがとても恐ろしかった。信頼できるのは兄と両親だけ。表ではニコニコ笑っていても臭いや音でそれが表面だけのモノだとすぐに分かってしまった。

　生まれてたった数年。そんな短い人生でもうすでに人間不信になりかけていたとき、ぽっと現れたのが華ちゃんだった。

『志恩くん？　はじめまして。白井華ちゃんです！　華ちゃんって呼んでね！』

　名前の通り、花が綻ぶように笑ったのだ。近所に引っ越してきたから挨拶に来たらしく、子供とは思えない堂々としたたたずまいに圧倒されてしまった。生まれて数年の間に何十年分の悪意と汚さを見てきた自分にとって華ちゃんは太陽みたいな『人』だった。子供だって少なからず嘘をつく。子供こそ体の反応は顕著で大人よりタチが悪い。華ちゃんの感情はいつだって裏表がない。打算がなくて、側にいるだけで安心できた。それに加えて、とってもかわいい。嬉しいときは目をうんと細めて白い歯を見せて笑ってくれる。困ったときは眉をさげてしょんぼりして俺の服の裾や袖を掴んでくる。大人びていた自覚がある俺は、いつでも華ちゃんに頼られる存在だった。

　ある日、急に華ちゃんが纏う雰囲気が変わり自分から離れていってしまった。ずっと続くと思っていた関係にヒビが入った。原因を調べたらそれはすぐそばにあった。自分の兄と、華ちゃんの姉の関係。それがどうやら華ちゃんに知られてしまったようだ。

「……はあ、長かった」

　人の性癖に口を出す主義ではないが、さすがの俺も怒りを隠せなかった。兄はすまないとひたすら頭を下げたが、華ちゃんの姉はそうもいかなかった。類は友を呼ぶなんて反吐が出るほど相性が悪い。

『知られちゃったのは大変申し訳なかったけど、志恩くんがきちんとしていたらこんなことにならなかったんじゃないの？』

　恋人でも友人でもない、幼馴染という甘い関係を享受していたせいだと。暗にそう言われてしまった。一度拗れてしまった考えを正すのはそう容易でない。華ちゃんは思い込みが激しく、一度こうと決めたら絶対に覆さない。短所のようにも思えるが、意志が強く、自分の道は自分で進める強い心を持った人ということだ。そんな華ちゃんは周りからの人気もあって、それはもうモテた。自由で、明るくて、いつも人に囲まれながらも最後には自分の所に来てくれる優越感が判断を誤らせたのだ。

　離れる前に、全て奪っておけばよかった。そんな風に思ったことは一度ではない。

　けれども、生命の魅力に溢れ、生き生きと毎日を過ごす華ちゃんはそれはそれはもう美しかった。男の影を追いやるのには骨が折れたが、姉たちの行為を見てしまったおかげか、男性への警戒心が強くなった。自分にとって不利益もあったが、華ちゃんが変な男に騙されるよりはよっぽどいいと自分に言い聞かせた。

「……はあ、やっぱりすごく、いい香りだった」

　華ちゃんは、太陽のような温かい香りがする。例えるならば天日にしっかり干してふかふかになった布団のように柔らかくて、日向の匂いがする。やましいことや後ろめたいことが無いから、匂いも常に一定で、それが自分にとっていかに重要か離れて思い知らされた。

　安心しきったように眠る顔が少しずつ歪んで、「論破野郎」「パワハラセクハラ」と歯ぎしりしながら唸る華ちゃん。そっと抱きしめたら同じように抱きしめてくれた温もりが忘れられない。起きるのがもう少し遅かったら、多分理性なんか無くなっていたと思う。

「……ダメだ。焦るな」

　今の自分はまだ幼馴染から抜け出せていない。

　自分が手を出さなくても、居ない自分の面影を探しているときがあった。離れてからもずっと見てきたから知っている。

　──華ちゃんが、俺に会いたいって思ったらもう二度と離さない。

　離れていった華ちゃんのために我慢した。そろそろ限界が近づいてきたところで、やっと華ちゃんが自分を望んでくれたのだ。

「……もう、離してあげられないよ」

　過去の自分の苦労を労いながら、これからどうしていこうか考えるだけで気持ちが昂ってしまった。







④ずるずる監禁？　同棲生活（快適すぎる）








　お風呂は最高だった。それプラス、なんと！　洗面台には私が使用している化粧品メーカーの物がずらりと並んでいた。ナニコレ、なんでこんなにいっぱいあるの。と悩みながらもちゃっかり使わせてもらう。しかも、ぴったりサイズのカップ付きＴシャツと裾の広がったリラクシングウェアまで用意してある。ナニコレ（二回目）、ホテル？　と疑問に思いつつ、ありがたく拝借した。

　わたしだってバカじゃない。こんな風に全部そろっているのはおかしいことだってわかる。でも、志恩の家。というだけでその不思議が全部解決する。昔から私が今日はこんなことをしたい、これが食べたいって思うだけで何でも出てくる不思議な家だった。何をバカなことを。と親友の麗ちゃんには笑われたが、バカでもないし嘘でもないのだ。本当に、何でも出てくるのだ。期間限定のドーナツも、並ばないと買えなかった台湾カステラもなーーんでも出てくるのだ。

　志恩曰く「何でもわかっちゃうから」とのこと。なら仕方がないか、と私はすぐに納得した。付き合いの浅い人なら深く突っ込むところだが、私は彼とは人生のほとんどをいっしょにいるのだ。深く考える必要はない。

　そんな何でも揃う志恩の家だが、ドライヤーだけが見つからなくてありかを聞こうと思ったら、リビングで探してた物を片手にニコニコ笑う志恩がいた。

「おいで。乾かしてあげる」

「え、ええ。いいよ子供じゃないもん」

「子供の頃はよくやってたでしょ？　ほら座って風邪ひいちゃう」

　ぽんぽん、と座るように促されて私は言われた通りにする。志恩の膝の間に座ると、あったかい風が髪をまきあげた。

「髪に艶が無い。疲れてる？」

「わかっちゃう……？　疲れてる……」

　志恩の長い指が髪を濡れた髪をほぐしていく。心地よい力加減で、うっとりと体を預けてしまう。

「ほら、しゃんと前向いて」

「むり～」

　気持ち良すぎて、首が自然と後ろに傾いていってしまう。

「こ～ら」

「へへ。ごめんね」

　怒られたって全然怖くない。完全に昔のように甘えモードに入ってしまった。このままなし崩しで居ついてしまいそうだ。それはまずい。でも、この気持ちよさからは抜けられない……私はなんて未熟なんだ。

「はーなちゃん。終わったよ」

「あ、ありがとう。あ、そう言えば……私の洋服……」

「ああ、今頃洗濯が終わって乾燥中かな」

　くっ、抜かりない。私はじろりと志恩を見上げる。

「何それ、睨んでる？」

「睨んでる」

「華ちゃんに怒り顔は似合わないよ」

　そう言ってすっぽり頬を包み込まれた。ついでに頬をむにむにと形を変えられてしまった。

「はにすんにょほ」

「今日は泊ってきなよ。さっきだってうなされてたよ」

「……私、なんか言ってた？」

「最初のころだけね。論破野郎とか、報連相無視しやがってとか……」

　今の悩みのほとんどを寝言で話してしまっていたようだ。がっくりと肩を落としてどう説明したものかと考えていると、浮遊感に包まれた。

「っ、わ」

「今日はもう遅いし、寝よ？　俺も眠たい」

「ね、寝るって……」

　志恩の顔が目の前にある。どうやらお姫様抱っこという世の中の女子が憧れることをされている。志恩の顔がこれでもかと近くにあってどぎまぎしてしまう。

「一人で歩けるから！」

「久しぶりの再会なんだし、いいでしょ？　すごいうなされてたけど俺が隣に居たら眠れたみたいだし」

「……え？」

　隣？　誰が？　と頭にはてなを浮かべていると、先ほどぐっすり眠ったベッドに逆戻りしてしまう。まるで宝物でも扱うようにそっと下ろされてくすぐったく感じてしまう。

「さて、俺も疲れたし寝よ？」

「ね、ね、寝るって」

「二人で寝たらよく眠れるよ」

　熱帯夜に人が二人くっついて眠るなんて暑くて仕方ない。そんな否定の理由もばっちりエアコンの効いた快適な部屋にかき消されてしまった。

「華ちゃん。おいで」

「うう……」

　志恩が横たわり、自分に向かって手を広げている。おかしなことだって分かっているけれど、逆らえない。だって絶対によく眠れるって分かるから。

「……今日だけね」

「うん」

　もぞもぞと身を寄せると、志恩の胸にすっぽりと収まる。薄手の布団が掛けられて、寝る準備は万端だった。

「華ちゃん、おやすみ」

「うん……」

　話したいこと、聞きたいことはたくさんあった。でも、志恩がいるって肌で感じてしまったらすぐに眠気がやってきた。

「……しお、ん」

「ん？」

　大きな手が頭を撫でる。優しい声と吐息が耳をくすぐった。

　──ほんとは、ずっと会いたかったの。

　そんな思いを眠気に逆らって口にする。

「うん。俺も、ずっと華ちゃんに会いたかったよ」

　──ほんと？　うれしい。

　とろとろとした心地よい眠りに誘われる。でもきっと私は笑っていたと思う。

「華ちゃん、おやすみ」

　甘い声と一緒に額に落ちてきた熱。なんだろう。と思うよりも先に私は夢の世界に旅立っていた。
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　夏の太陽が照り付ける爽やかとは言い難い朝だったが、私は久しぶりに清々しい気持ちでいっぱいだった。

「おはよう、華ちゃん。よく眠れた？」

「うん、すっごい寝た」

　よかった。そう言って笑う志恩に昨日のことが夢じゃなかったと改めて理解した。ほんとにしおんだ……何てしみじみ思っているとご飯だと声をかけられた。

「え、ごはん？」

「そう。華ちゃん、朝はパンだったよね。食べられそう？」

　最近は全然食欲が無くて、朝ごはんとは無縁の生活をしばらく送っていた。だけど、目の前には見るだけで分かるふっかふかのパンでできたサンドイッチが並んでいた。

「卵サンド、ハムとチーズ、あと昨日残ったポテトサラダにカレー粉を混ぜてチーズを入れたホットサンドもあるよ」

「え？　ホテル？　ホテルの朝ごはん？」

　大げさだなあ～なんて笑われた。いやいやいや。なんならホテルよりも豪華じゃん。サンドイッチの横にはフリルレタスとキャロットラペとミニトマトのサラダ。スープカップに入った黄色い液体は、コーンスープだろう。

「食欲無い？」

「……ある」

　不思議なことに、お腹がぐうぐう鳴っている。早く食べたいとばかりに唾液がどんどん分泌されてくる。

「じゃ、食べよう」

「志恩も一緒に？」

　昨晩は一人で食べた。だけど今はカトラリーもコップも二つ並んでいる。久しぶりに二人で食べられるとわくわくしてしまった。

「もちろん。一緒に食べよう？」

「わ、嬉しい……」

　どうぞ、と椅子を引かれて私は素直に腰を下ろした。コップに並々と牛乳を注がれて、そうだ。私は朝牛乳派だったと今更ながら思い出した。

「隣、いい？」

　ああ、そうだ。昔はいつもこうやって志恩と隣合って食べていた。どこに出かけても、家でも正面じゃなくて、隣。いつもの定位置に志恩が座ったことで、私はさらに満たされていく。

「食べよう」

「うん」

　ほこほことした幸せ気分のまま、私はお勧めのホットサンドに手を出した。手に持ってすぐに美味しいってわかる。いや、見た目でも美味しいってわかるけど、この重みからは美味しさしか感じられない。

「いただきます」

　大きな口を開けてかぶりつくと、まず歯に当たるパンのサクサク感。それを乗り越えてたどり着くスパイスの香りが広がるポテトサラダ。そして、食感と味を追いかけてくるようなクリーミーなチーズ。一口で三度美味しいサンドイッチ。最高だった。

「志恩、美味しい」

「うん。美味しい。初めてのアレンジだったけど、うまくできた」

　ああ、そうだ。志恩はいつもこうやって何か食べるとき批評をする。特に私に何か作ってくれたときはそれが厳しくて、これは華ちゃんの好みから少し離れてるな、なんて言われたこともある。私は何でも美味しく食べられるよって言っても、反応が違うからなんて自分にすごく厳しい人だった。

「……ほんとに、志恩なんだね」

「今更確認できた？」

「うん。私の知ってる志恩だ」

　じわ、と涙が浮かんでくる。慌ててそれを拭って、隠すようにホットサンドにかぶりついた。温まってしんなりした野菜たちを咀嚼していると、目尻を撫でられた。

「華ちゃん、泣いてる」

「……泣いてない」

「泣いてるよ」

「泣いてないってば！」

　自分でも処理しきれない気持ちが爆発して叫んでしまった。しまったと気づいたが、飛び出してしまったものは戻らない。

「ご、ごめん」

　一つ一つ昔の自分を思い出すたびに、現い在まとの剥離が苦しくなってしまう。朝一番に食べるパンが大好きだった。牛乳を１杯飲み干して、今日も一日頑張るぞ！　と気合を入れていた。夜はママのご飯を食べてぐっすり眠って次の日が待ち遠しかった。

　それなのに今はそのどれもが無くなってしまった。

「……華ちゃん、辛い？」

　志恩に聞かれて、私は考える間もなく、頷いてしまった。

「辛い」

「うん」

「新しく入った上司がめちゃくちゃ嫌なやつで。仕事はできるのかもしれないけど、すぐこっちの落ち度にするし、報連相無視だし、セクハラもあるし……」

　すごい、辛い。絞り出した声は自分の物と思えないほどか細い。その勢いのまま私はずっと我慢していたことを思い切り吐露し始めた。

「私が頑張って仕上げたデザイン、全部直して先方の言うとおりにしなきゃ～とか！　聞いてないし！　あいつ、絶対私に来た社内メール転送して消してる。なんでそんなめんどくさいことするんだって思うし、いい恋だのセックスだの今のご時世アウトだっての！」

　そうだ。私にだって悔しかったり嫌だったりする気持ちはある。どうして今まで我慢してきたんだろう。それこそ夢でまでうなされるほどに追い詰められていたのに。

「華ちゃん」

「……私、我慢して辛かったんだ……」

「うん。そうだよ。我慢してたね」

「そう、私我慢してた」

　大きな手がそっと頭を撫でてくれる。そして、そのままゆっくり志恩の方に引き寄せられた。

「華ちゃん、俺の知ってる華ちゃんはよく食べてよく寝て、いつも元気で前向きで……自分がされて嫌なことは絶対にしないで、相手の気持ちをよく考えられる優しい子だよ」

「……買い被りすぎだよ」

「俺は、そんな華ちゃんが大好き。だから……今の状況が俺も辛い。今の華ちゃんは俺の大好きだった華ちゃんとは少し違うよ」

「っ、私のこと、嫌い？」

　思ってもいなかった言葉に、ショックを受けている。志恩の口から否定されることは今まで一度もなかった。

「まさか。大好きだよ」

　変わらぬ笑顔に、心底安堵する。分かりやすく胸を撫でおろした自分に、志恩は言葉を続けた。

「食べられない、眠れない、セクハラ・パワハラに悩まされる。華ちゃんが俺と離れることを選んでまで送りたかった生活？」

　言葉よりも先に、私は思い切り首を横に振った。

「そうだよね……私が送りたかった生活はこんなんじゃない」

「うん。今度は俺がいるから、大丈夫だよ」

「志恩……」

　完全に甘えきっている。志恩は昔から私に優しくて絶対に否定なんかしなかった。そんな志恩がここまで言うってことは今の状況はやっぱり異常なんだ。

「甘えて、いいの？」

「もちろん。昨日はよく眠れたでしょ？　しばらくうちにいたらいい。華ちゃんのパパとママにも伝えておくよ」

「……」

　願ってもみない提案。悩む必要なんてなかった。私は自分が大好き。だけど、今の辛い自分は好きだって言えない。

「じゃあ、甘えさせてもらおう、かな～」

　ちょっとだけ。幼馴染に会えて嬉しいし、志恩もいいよって言ってくれるから少しだけ……と自分に言い聞かせる。

「負い目なんて感じなくていいからね」

「お金はちゃんと入れる」

「そんなこと気にしなくて……と言いたいとこだけど、それで華ちゃんの負い目がなくなるっていうなら俺も受け取る」

「うん」

　甘えさせてもらう立場だが、そういったことはきちんとしたい。せめて金銭面では対等でいたい。甘えてばかりではいられないから。

「朝ごはん食べたら、華ちゃんちに荷物取りに行こうか」

「ん、そうだね」

　ちょっと泣いて、叫んで、愚痴を吐いて、道筋が見えたら少しすっきりした。残りのサンドイッチをパクパク食べ進めながら今後のことを話し合っていく。

「……やっとだなあ」

「ん？」

　先に食べ終わった志恩が立ち上がりざまそんなことを口にした。

　ベッドは立派なものがあったが、志恩の部屋には家具があまりない。週末ごとに買い物に誘われて、華が選んだもので家が彩られていく。ダメだと思いながらも、意志の弱い私は志恩の家にモノが増えていくのを心のどこかで喜んでしまっていた。
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「すみません。仕様変更の指示が出ましたので直しました。確認お願いします」

　先日クライアントから変更の指示があった。私はその通りに実施し、あとは野原の確認を待つだけになった。

「仕様変更？　俺聞いてないよ」

「メールで共有しているはずです」

「ああ～あれか。あの後俺が確認して違うのにって話したけど？」

　キターーーーーー！　俺が話し合ったから俺がやるっていうプレッシャー！　いつもなら、ひるんでしまうが、今日の私はお腹もいっぱい睡眠欲もばっちり満たされている！

「そうですか。けれども私はこのように指示を受けていました。新しい指示があるなら私に下ろしてください」

「あのさあ」

　声のトーンが一気に低くなる。その瞬間、私の体が石のように固まってしまった。

「君にできないから、俺に言ってきてるわけ」

　とん、とん、とテーブルを叩く指のリズムに合わせて目が泳いでしまう。負けない。そう思って口を開くが、小さく息を吐きだしただけだ。

「でも、この仕事は、ずっと私が関わってきました」

　それでも志恩からもらった勇気を振り絞ってなんとか言い返した。

「ずっと関わってきたからじゃないの？　君じゃだめだって気づいたんだよ。小さな出版社だからって手ぇ、抜いたでしょ」

「っ、」

　ひく、と喉がひきつる。そんなはずない。またお願いしますって言われた。それに絶対手抜きなんてしてない。

「わたしは、会社の大きさで仕事を差別したりしません」

　唇を噛んで我慢することはやめた。志恩が好きだと言ってくれた自分に戻りたい。そのために、理不尽な要求には負けない。

「……あ、そ。じゃあ、それでいいんじゃないの」

　野原はそれ以上何も言わなかった。私の作った装丁デザインを受け取ると、乱雑に置かれた資料の中にそれを投げ捨てた。

　今すぐ確認して欲しいが、とりあえず受け取ってくれたことに安堵する。一歩進歩だ。これでおしまい！　となればいいのだが、そうもいかない。もう一つ言わなければならないことがある。

「今度から仕様変更に関しては前任の海老根さんと同じように私が応対したいです」

「……はあ？」

　受け取ってもらえたことで引けばよかった。野原の声と睨みに言ったことをすぐに後悔した。

「海老根さんのやり方は、仕事を野放しにしてると思うんだけど」

「そんなことはありません。彼は私達のことを信じてくれていました」

　デザイン会社とは、様々な所と繋がっている。前任の海老根は私達を信用して、困ったときは必ず手を貸してくれた。個々のスケジュールを把握し、進行に遅れが出れば空いている人をサポートにつけてくれたり、調整をしたりなど縁の下の力持ち的な役割だった。それが今はどうだろう。全てを監視され、自信を持ったデザインをいじくり、全て自分の手柄にする。上から押し付けられるような仕事ばかりで皆が委縮してしまっている。

「信じるも何も……ははーん」

　したり顔を見せ、舐めるような視線を野原が送ってきた。

「もしかして、海老根のこと好きとか？　ダメダメ、あいつは愛妻家だし、絶対無理だよ。特に君みたいな愛想もない可愛くない子にはさ。不倫とかする勇気あるの？」

　何を言われているかさっぱり分からなかった。上司を尊敬すれば恋に繋がるの？　そんな単純な思考、どうやったら育めるの？　もう我慢できない。某芸人のように「お前は〇〇か？」と声を大にして言ってやろうかと思った瞬間だった。

「っ、と電話だ」

　そんな私の考えを遮るかのように、野原のスマートフォンが鳴り響いた。一昔流行った恋愛ソングを着信音にしているのがまた腹立たしい。

「とにかく、私だけでなく他のスタッフにも同じように対応して欲しいです。この状態が続くようならしかるべきところに相談します！」

「っ、うるせえなあ、ああ、いや。こちらの話です。わかった、わかったから！」

「！　ありがとうございます！」

　ながら対応の口約束だが、了承をもらえた！　暴言を吐く前でよかった！　とルンルンした気持ちで自デスクに戻る。

「白井さん、今日は随分やりあいましたね」

「うん。今日は頑張ってみた」

「すごいです。みんな委縮しちゃって何も言えなくなってましたけど……」

　早速仕事にとりかかろうと思っていたら、近くにいたスタッフが次々と声をかけてくれる。久しぶりの和気あいあいとした雰囲気に、私も自然と気持ちが緩んだ。

「ああは言ったけど、メールは勝手に読まれちゃうし、先は長いよなあ……」

　結局何も変わらないかもなあ、なんてため息を吐く。

「そんなことないですよ！　海老根さんが帰ってくるまでの我慢、なんて思ってましたけど、やっぱりこんなの良くないですよ！」

「……そうだよね」

　そうですよ！　と勇気づけてもらう。なんだか私だけが矢面に立っているような気がしたけど、そんなことは無い。

「白井さんに勇気をもらったから私も次はちゃんと言ってみます」

「うん。私もしかるべきところに相談してみようと思うよ。どうやってやるか考えたこともなかったから、ちゃんと調べてみる」

　人のプライベートにずかずか踏み込んで、あんな風に不倫を持ちかけられたりするなんてひどい侮辱だ。

「でも、白井さん最近元気になりましたよね。何かあったんですか？」

「う～ん……」

　最近の自分は前よりずっとパワーが満ちている。今日だって爆発しそうになったものの、自分の考えを伝えることができた。

　もちろんそれは全て彼のおかげだ。

「最近幼馴染と再会してね、あんまりにもダメダメだった私に喝を入れてくれたんだ」

「へえ～！　優しいですね！」

「うん。すっごく優しくて……日常生活のほとんどを頼りにしちゃってる。呆れられないか心配」

　朝起きればご飯があって、夕食とふかふかの寝床とあったかくて安心できる抱き枕（志恩）があって……なにこの素晴らしい生活。

「う～ん呆れるとかそういう感情じゃないのかもしれないですね」

「え、どゆこと？」

　知りたい。ずずいと近寄ると、お相手は唇をひきつらせたが、一度咳ばらいをして続きを話してくれた。

「そういう次元じゃないってことですよ。きっと。白井さんが喜んでる顔が見たいとかじゃないですか？」

「なにその慈愛に満ちた精神……」

「白井さんのことが大好きなんですよ！　再会してすぐにそんな風に優しくしてくれるってことは！」

　力説されて、私は力なくそうかなあ。と呟く。私ばっかり志恩に頼っていて、何も返せない。その不甲斐なさをここ最近いっそう強く感じていた。

「私にできること、ないかなあ」

　ぽつりとそんなことを零すと、野原の電話が終わったようだ。こちらを睨むように見回してくるのが感じ悪くて仕方ない。盛大に舌を出して反抗心をむき出しにする。心の中でだけど。

　それでもいつもよりは呼吸がしやすい。私の頑張りが周りを変えられるならこんな素晴らしいことはないだろう。

　自分が選んだ道を間違えないように少しずつ進んでいこう。そう心に決めて私はモニターと向き合った。
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　今日の帰り道は足取りが軽い。リズムに乗ってスキップだって出来ちゃう。背中に羽でも生えたかのように、私は志恩の家に一直線に向かう。いつもより少し早く帰れたし、私がご飯を作ろうかな！　なんて思えるほどに心にゆとりがある。

「しかし、まあ……」

　志恩の家は一般のサラリーマンが住むような家ではない。いわゆる超高層マンションだ。高さは中層ほどだが、いかんせん部屋が広い。なぜだと下から見上げると、中層階の三階部分だけ、やたらと窓が少ない。ここからは私の予想でしかないが、その三階分だけ他のフロアの間取りより広くなっているのではないかと思う。

　あんまり高いところは防犯の面から人気が下がっているなんて聞く。だからこそこんなファビュラス～！　な造りになっているのでは。と、結論を出したが何となく聞けずにいる。

　だって志恩の実家と私の実家は近かったし。あそこは普通の家庭が住むような地域だし、別にお金持ちってわけでもない。ってことは同じ年の志恩が一代で築いたってこと？

「謎が多い」

　高いマンションを見上げながら、独り言が零れ落ちた。志恩は私が知ってる志恩とは違う一面を持ってる。自分のことで精いっぱいだったが、心と体に余裕が出ると思考がまとまってくる。

　聞いたら答えてくれると思う。でも、踏み込んではいけない気がするのだ。そんな風に志恩のことを考えれば考えるほど、おねえちゃんとしろにいの行為が蘇ってくる。

　トラウマじゃない。嫌悪感もない。ただ……。

　次に浮かんだ考えを振り払うように、私は首を横に振った。そして、現実から目を逸らすように、二人だけのお城の中に足を踏み入れる。いつものようにコンシェルジュカウンターに向かって深々頭を下げたあと、エレベーターに乗り込む。目的地の数字を押すと、電光掲示板に、「専用」の文字が浮かんだ。最初は気づかなかったが、これは志恩の階まで一直線というやつ。マジ、ナニモンなんだ。私の幼馴染は。ぐんぐん上がるエレベーターのＧの力に負けそうになってしまう。

「そろそろ、ちゃんと考えないとな」

　志恩にまた会えた。元気をもらって、仕事もちょっとずついい方向に向かっている（ハズ）少なくとも、もう私は野原の言うことにきちんと言い返せた。そりゃたった一回だけど、私にとっては大きな一歩だ。

　気持ちに余裕ができたなら、もう一人でも大丈夫かもしれない。元気になってとってもありがたいことなのに、やっぱり志恩に甘えたい自分もいる。

　勝手に離れて、勝手に側に寄ってきて。志恩は私なんかに振り回されるような人じゃないのに。

「とりあえず、できることをしよう」

　今日は私が夕飯の支度をする。そう決めてよしっと気合を入れなおす。そうしているうちに、エレベーターの扉が開いた。冷蔵庫には山ほど食材がある。凝ったものは作れないけど、昔一緒に食べたお好み焼きを作ろう。どちらの親もいなくて、キャベツと豚肉と紅ショウガというシンプルなお好み焼き。フライパンで作ったからうまくひっくり返せずボロボロになったっけ。でも、志恩は美味しい美味しいって食べてくれた。

（またあの顔が見れたら）

　それを想像するだけで、口元が緩んでしまう。久しぶりの料理にいささか緊張しないでもないが、それでも今の自分は前向きになれた。

「ただいま！」

　おかえり。いつもなら聞こえる声がない。「いってらっしゃい」と「おかえり」を欠かしたことがない彼が、とちょっと驚いてしまう。いや、ほんとに自分のことでいっぱいいっぱいだったせいか、気づくことが多すぎる。

「めずらしい……」

　そう思いながら、私はスマートフォンを取り出す。どのくらいで帰ってこれそうかメッセージアプリで確認しようとした瞬間、大きな音を立てて着信を告げる。

「わ！」

　画面には志恩の名前。もしかして、これから帰る？　なんて期待しながら通話ボタンをタップする。

「もしもし？」

『華ちゃん？　おかえり。今日もお疲れ様』

「あ、う。あ、ありがとう」

　これよこれこれ。この優しい声で迎えられると、顔がだらしなく緩んじゃう。ただいま。と返すと、電話口で小さく笑みを零す音が聞こえてきた。

『ごめん。ちょっとシステムの変更で遅くなりそうなんだ』

「あ、お仕事？」

『そう。ちょっと、すぐに改善しなきゃいけない点があってね。前から依頼してたんだけど今日アップデートできそうだから』

　へ～そうなんだ～。大変だね～。と私は相槌を打つ。システム、アップデート……システムエンジニア？　なんて志恩のかけらを知ることができ、気持ちが弾む。

「ご飯は？　食べてくる？」

『ううん。帰る。だって、華ちゃんお好み焼き作ってくれるんでしょ』

「え！　何で分かったの！」

　私はすでに冷蔵庫を開けて、材料を取り出しているところだった。もちろん、先に手を洗ってある。

『パントリーに揚げ玉も入ってるよ』

「ほんと？　品揃えがいい！　お店みたい」

『そろそろ華ちゃんも元気になってきたからご飯作ってくれるかなって思ったから用意しておいたんだ』

　私のこと見透かしすぎでないかい。昔から察しがよかったけど、私が帰るタイミングもばっちり把握してる？　どういうこと？

『エレベーターに乗ると、俺の所に連絡がくるんだ。だから華ちゃんが帰ってきたってわかるんだ』

「へ、へえ～……それって普通なの？」

『どうなんだろ。でもあったら便利でしょ？　あとで華ちゃんのスマホにも入れてあげるね』

「う、うん」

　私の疑問に先回りしてくる。私が分かりやすいのか、それとも志恩の察しが良すぎるのか。本当にいろんなことに気がついている。

『もう少しで終わるから。出来上がるころには帰るよ』

「あ、うん。待ってる」

　そう言って電話は切れた。真っ黒になった画面と数秒向き合う。何となく腑に落ちないが、お好み焼き粉まで準備されていて、嬉しくなってしまう。

「よし！　頑張ろう」

　失敗は許されない。頑張ろう。と、私はキッチンに立った。







⑤幼馴染じゃいられない








　ここのところ、怖いくらい順調だ。野原とぶつかった次の日から、個人メールの共有が出来なくなった。自分のアカウント以外からの閲覧に対しては承認が必要になり、セキュリティーの強化がされた。それは上司だからといって承認が不要ということもなく、全員が平等な扱いとなった。

（普通に考えればそこまで強化しなくたって、上に立つものが常識を持っていればいいのにね）

　しかし、そのセキュリティー強化のための仕様変更で取引相手のメールが自分の所に来ることになった。つまり、野原の手を介さずともすぐに取り掛かれるようになった。

「ここのところ、すごく穏やかに仕事ができますね！」

「う、うん……そうだね」

　仕事はしやすくなった。周りのスタッフも同じことを思っているのか明るい表情が増えた。しかし……しかしだ。一つだけ弊害がある。

「お、白井。いい出来じゃないか」

「……はあ、ありがとうございます」

　人から仕事を奪うことが出来なくなった野原はやたらといろんなスタッフの席に顔を出すようになった。以前のパワハラモラハラなんて無かったような態度。私だけはどうにも受け入れられない。けれども仕事では優秀なので的確な助言をしてくれる。そのせいか、他のスタッフは戸惑いつつもそれを少しずつ受け入れ始めている。それがまたすごくムカつくし許せない。

「ここ、文字の傾きをつけた方がいい。イラストの手の部分にかかってる」

「……そうですね。やってみます」

　私は大人だし、社会人だから、助言は素直に受け入れる。修正すると、表紙と文字デザインのバランスがぐっと良くなった。

「うん。もっといいね。流石は白井」

　モニター画面をのぞき込むように野原が近づいてくる。

　そう！　この距離感。めちゃくちゃ困る。野原に意見をぶつけて、メール仕様が変更になってからこうしてちょっとずつ距離を詰めてくるのだ。

（きもいきもいきもい）

　ちょっとだけ椅子をずらして近づいてきた野原から離れる。マジ無理ですので、心の距離と一緒に体の距離も離れていただきたい。

「じゃ、残りもよろしく」

　私の願いが届いたのか、野原はすっと離れていった。後追いしない絶妙な詰め方に、常習性を感じるし、それがまた腹立たしい。

　はあ～～～と隠せないため息を零す。すると、昼休憩の時間になっていることに気づく。ちょうどキリもいいし、ご飯を食べようと気持ちを切り替える。なんてったって今日は志恩特製のお弁当を持参しているのだ。いつも作ってくれるというのだが、さすがにそこまでは……と断っていたが今日は絶対に持って行って欲しいと強制的に手渡されたのだ。

「ふ、ふふ～～ん」

　かわいい巾着と、少し大きめのお弁当箱。私の食べたい量をしっかりわかってらっしゃる！　と心の中でサムズアップする。冷めたって美味しいけど、やっぱり暖かいご飯が食べたいよね！　食べたいよね！　とお弁当を持って電子レンジのある給湯室に向かう。いつもは持って来ない弁当だが、外に食べに行ったりしなくていいのはすごく楽だ。

　いつもより少し豪華なランチを想像していると、目的地から声が聞こえる。お、先客かと思い足を止めるとこの世で一番聞きたくない声が聞こえてきた。

「ノハ、最近どお？　異動して」

「ん～まあ、ぼちぼちってとこかね」

　ノハ。気楽な呼び方とため口。違う部署の人かと私は身をひそめる。盗み聞きしているつもりはないが、行きたいところが一緒なんだから待つしかない。

「みんなナマイキって言ってただろ？　指導はすんだ？」

「あ～……そういうのはやめたんだ」

　最近のフランクな上司の態度はどうにも胡散臭かったが、友人との会話なら本音もでるだろう。私は耳を澄ませる。やめた。今野原はそう言った。ってことは改心したってこと？　半信半疑で声に集中する。しかし、次の瞬間意識を傾けた自分をぶん殴りたいほど後悔した。

「やめた？　なんで」

「いやさ、俺に歯向かう超ナマイキなやつがいて」

「うわ、終わってんな」

「おもしれー女なわけ」

「え？　どゆこと」

「言いたいことがあるとき、俺の顔まっすぐ見て反抗してくんの。めっちゃビビってんのにさ～おもしれーだろ？」

　今このご時世、おもしれー女発言するやついるんだ～～～～～！　私はもう笑っていいんだか、怒っていいんだか分からない気持ちでいっぱいだった。しかもきっとそのおもしれー女は私じゃん。うぬぼれじゃなく、私じゃん。言い返したのも私しかいないし。一瞬でも改心を期待した私がバカだった。

「まじか。今度詳しく」

「ああ。次合うときにはおもしれー女から俺の女で紹介すっかも」

「ウイ～」

　ああ、想像できる。今きっとグータッチしてる。野原っていくつ？　グータッチでウイ～が通用する年齢？　いや、そんなことはどうでもいい。俺の女発言マジ無理。気持ち悪さに肌を粟立てながら腕をさする。無理無理無理。マジ無理。おもしれー女、俺の女。そんなこと言われるなんて思いもしなかった。私は思わずしゃがみ込み、体を小さくする。

　いや、私じゃないかもしれないしね。自意識過剰、自意識過剰。そう思った瞬間、頭上に視線を感じた。

「……」

　そろ、と顔を上げると、じいっとこちらを見つめるノハこと野原と目があった。

「というわけで、よろしくな」

　ひ、ひいいいいいいい！　顔の筋肉がひきつり声も出ない。よろしくって何？　私、私に言ったの？　私？　やっぱり私なの？　無理です。絶対に無理です。

　もちろん、その日食べたお弁当の味をほとんど感じられませんでした。





　◇◇◇






「し、ししおん！」

「ああ、華ちゃん。おかえりなさい」

　ほわん、とした優しい笑顔で迎えられて、私は釣られてほわんと頬が緩んだ。荷物を全てほっぽり出して今日あった気持ち悪い出来事をどうにか聞いて欲しくて思い切り腕を広げた。

「おっと」

「うう、うう～最近仕事がめっちゃ順調かと思ったけど、今日はもう完全に絶対許せない、略して絶ぜつ許きょ案件です！」

　志恩は難なく私を受けて止めてくれる。広い胸に顔をぐりぐり押し付けて今日一日のうっぷんを洗いざらい口にした。

「この令和の時代にお前、おもしれーな。俺の女になれよ発言をする男がいると思いませんでした！」

「……やっぱりそう来たか。許せないな」

「ん？　何か言った？」

　志恩は何かぽつりとつぶやいたがヤダヤダ無理無理と叫んでいた私には届かなかった。

「ううん。今日も辛かったね。ご飯は？　食べられそう？」

「うん。せっかく志恩が作ってくれたお弁当も美味しく食べられなかった。だからお腹すいちゃった」

「そっか。じゃあ今日はしっかり目のご飯だからたくさん食べて。手、洗って着替えておいで」

　はーいと返事をして、私は自室（仮）に戻る。ここに住み着いて一か月近く。自室（仮）には家から持ってきた荷物の他に、クローゼット、ワーキングデスクとワーキングチェア。一人暮らししていた家よりももっともっと快適な空間が出来上がっていた。

　服を脱いで部屋着（志恩が準備した）に着替えると私はリビングに戻る。着ていた服を洗濯機に放り込んでスイッチを入れる。そしてキッチンに戻ると志恩がちょうど洗い物をしていた。

「手伝わせて」

「ん、もう終わるから」

「じゃあ、お茶汲んでくる」

　冷蔵庫から作り置きの麦茶を取り出しておそろいのコップに注いでいく。薄いガラスのコップは、緑が私で赤が志恩だ。少しの間お世話になると決まったとき、ネットで買った。タブレットでああでもないこうでもないって吟味したから、もうすでに愛着しかない。

　二人で使うものが増えるたび、何とも言えない焦燥感に襲われる。こんな風に志恩に依存して、本当に一人に戻れるんだろうかとどうしたって考えてしまう。多分私はすごく甘ったれで他人への依存度がいような気がする。おねえちゃんに甘やかされ、志恩に守ってもらって……ああ、全然自立できてない。

「華ちゃん！　お茶零れてる！」

「あ、ああ！　ごめん！」

　ぼーっと考え事をしていたせいか、注いでいたお茶がいつの間にかあふれ出していた。並々注がれたお茶はテーブルを伝って床にまで達していた。慌ててティッシュを取り出して拭こうと屈むと、同じタイミングで志恩も屈んでいた。

「あ、」

「服、濡れてない？　大丈夫？」

「う、うん」

　志恩の手にはタオル。真っ白いタオルがお茶を吸い込んでいき、どんどん色が変わっていく。私はその様子をぼんやりと眺めてしまった。

「華ちゃん」

　自分が零したくせに、後始末まで任せてしまうなんて。そんなことをさせられないと慌てて顔を上げると、まっすぐに自分を見つめる志恩と視線がぶつかった。

「っ、ご、め」

「大丈夫。何か、考え事？」

「……あ、うん。ちょっとぼーっとしてたかも」

　テーブルの下に二人。狭い空間に閉じ込められたようだ。なんだか落ち着かなくて、唇が震える。視線で囚われてしまい、身動きができない。

「華ちゃん」

　頼りがいがあって、優しくて、大好きな幼馴染。だけど、声は私よりずっと低くて体も大きい。屈んだって視線をあげなきゃ志恩の顔が見られない。

　私とは違う、男の人。

「う、」

「う？」

　蘇る、高校時代の思い出。激しく絡み合うおねえちゃんとしろにい。そして、そのころにはもう志恩は男の人だった。幼馴染なんて範疇を飛び越えていることを自覚してたはずなのに。

「華ちゃん」

　志恩の手が伸びてくる。その手は節ばってごつごつしている。いつも私が眠るまで優しく頭や背中を撫でてくれるその手が、ゆっくりと頬に触れた。

「まつげついてる」

「へ、あ……」

　さっきからもう言葉なんか出てこない。どうして今思い出しちゃったの。そして私は何てバカなんだ。志恩の長い指がまつげを払っていく。そして、ゆっくり口角を上げた。それはもう妖艶に美しい笑みを浮かべながら。

「さ、お腹空いたでしょ。ご飯にしよ。今日は動画サイトでバズってたジャークチキンってのにしてみたし、終わったらゲームもしよっか」

　あ、いつもの志恩。さっきの男の人のかけらなんかどこにもなくなってしまった。先に立ち上がった志恩が私に手を伸ばしてきた。そして、私はなんの迷いもなくその手を取る。

「志恩」

「ん？」

　私の声で振り返った志恩はやっぱりいつもの志恩だ。うまく言葉にできないけど、そうとしかいいようがないのだ。

「お腹空いたね」

「そうだね。早く食べよう」

「うん」

　だからきっと、私は今日も志恩の腕の中で眠るんだろう。だけど、なんだかおかしいの。

　あの熱い視線にもっと囚われたいって思っちゃうのは。





　◇◇◇






「いらっしゃい。久しぶりね」

「麗ちゃん！」

　土曜日の午前十一時。多分一週間の中で一番人気のある時間帯ではないだろうか？　私集計だが。ここ数か月、休日はダラダラ寝て終わってしまっていたが、やっと外に出る気力が戻ってきて、今日は中学からの親友のお宅にお邪魔していた。週の中頃、麗ちゃんから連絡をもらってトントン拍子に今日会うことが決まった。もちろん、志恩も快く送り出してくれた。そして、一児の母になった麗ちゃんだが、相変わらず黒髪さらさらクールビューティーだ。

「紡つむぎ君は？　どこ？」

「今旦那がおむつ変えてる。そのうち来る」

　麗ちゃんが言い終わるより前に、部屋の奥からドコドコと足音が聞こえてくる。来た来たと買ってきた昼食を麗ちゃんに渡すと、扉がバーンと開いた。

「はなたん！」

「つむくん！」

　おむつ一丁で走ってくる可愛い幼子に手を広げる。遠慮なく飛び込んでくる塊は以前よりも大きく重たい。たまらず玄関におしりをついてしまうが、つむくんはお構いなしだ。

「はなたん！」

「大きくなったね～元気だった？」

「つむ、げんき！」

「お、おお～お話、う、うまあ～！」

　前は自分の名前くらいしか言えなかったのに……と感動して挙動不審になってしまう。

　つむくんは麗ちゃんの息子でもうすぐ二歳になる。

「あ、お昼。前に美味しいって言ってたサムゲタンとチヂミ買ってきたよ」

「ん、いつも悪いね」

「つむくんのご飯は買ってこれなかったけど、おやつにゼリー買ってきたからみんなで食べようね～！」

　ね～。と同意を求めると、「ね～」と可愛い返答が戻ってきた。

「それにしても、あんた忙しかったの？　全然連絡来ないから」

「う～ん。新しく来た上司がちょっとね。それで心身共にぶっ壊れかけてた」

「……ちょっと。どういうこと？」

　麗ちゃんの目に鋭さが宿る。片眉だけピクリとあげて怒ってますアピールがめっちゃ強い。

「でも、もう大丈夫だよ。ご飯だって食べられるようになったし夜も眠れるようになったから！」

「ってことはあの華がご飯も食べない、夜も眠れなかったってことでしょ？」

　あ、墓穴を掘った。怒ってる。めちゃくちゃ怒ってる。麗ちゃんのブリザードに鳥肌が一気に立った。つむくんをぎゅっと抱きしめて温もりを求める。

「こ、怖いよ。麗ちゃん」

「どうして私に言わなかったの」

「……」

　そう言われてしまうと何も言えない。私はちょっと下を向いて麗ちゃんから視線を逸らす。麗ちゃんはつむくんと旦那さんという大切な存在がいて、大変だって思ったから。志恩に助けてもらったとはいえ、結果として元気になれたから。信用していないわけじゃない。出産してすぐ、寝不足と貧血で見たこと無いくらい憔悴している麗ちゃんを知ってる。ちょうどそのころ旦那さんがすごく忙しくて、実家にも頼れなくて……（この辺はちょっと麗ちゃんの闇）だから、これ以上麗ちゃんに無理をして欲しくなかった。何を言っても結局言い訳にしかならないし、私が麗ちゃんを頼らなかったのは事実だから。

「麗、そこまでにしな」

「永えい治じ」

　ドアの奥からひょっこり顔を出したのは麗ちゃんの旦那さんの永治くんだ。麗ちゃんとはバイト先で知り合ったと言っていた。穏やかでぽやぽやんとした雰囲気だが、きちんと話のタイミングを読めるデキた人だ。今はリモートワークを導入して、キャリアを保ちつつ家に居てくれるらしい。普段はとっても優しい麗ちゃんだが、見た目と雰囲気と口調からちょっと誤解されやすい。

「そう、よね。ごめん、華」

「ううん。麗ちゃんを頼らなかったわけじゃないの。変に遠慮しちゃってた。ごめん」

　麗ちゃんは素直でとっても優しい。私の大好きな人だから。

「あんたが遠慮がちな子だって分かってたのに。連絡が少なくなってた時点で気づくべきだった。こんな所でする話じゃなかったね。ごめん、上がって」

「華ちゃん、久しぶり。ゆっくりしてってね」

　永治さんも口パクで「ごめんね」と口にした。私は首を横に振って、こちらこそと口にする。

「はなたん、ん、ん！　だっこ！」

　目線を下げると可愛い手をこちらに差し出してぴょんぴょん跳ねるつむくんがいる。請われるがまま持ち上げる。

「う、お、重～」

「はなたん、がんばえ～」

　ずっしり腕に乗る重みは、会社の行き来だけの女には大変負荷が大きい。数か月会わなかった期間の長さの洗礼を受けているようだ。がんばえ、がんばえ、という舌ったらずな応援がなければ挫けてしまいそうだ。

「……麗ちゃんには、家族を大切にして欲しかったんだ。ごめんね」

「あんたも家族みたいなもんなんだから。遠慮しないでよ？」

「うん」

　つむくんの重みでよったよったする体を引きずりながらなんとかリビングに向かう。麗ちゃんが手を伸ばしてきたからそのままつむくんを渡すと、バケツリレーのように永治くんにバトンタッチされた。そこでやっと服を着させてもらっていた。子供は自由だと一人うんうん頷き、子供一人（むっちり）の重みが無くなってありがたいような名残惜しいような思いを味わっている。すると、麗ちゃんが私の肩を捕まえた。

「さて、洗いざらい話してもらおうか？」

「え、」

「終わってないわよ。その心も体もぶっ壊れそうになってたのにどうして元気になったかまでちゃんと話してもらうからね」

　痛い。肩が痛い。そんな反論すら許されないブラックなオーラが見える。いや、見えないけどそれぐらい麗ちゃんの顔が怖い。クールビューティーが台無し！　なんて茶化そうもんなら、肩に爪が食い込む未来しか見えない。

　麗ちゃんの怒りを刺激しないように、私はおもちゃの人形のように首を縦に振るしかなかった。





　◇◇◇






　そりゃもう、私は洗いざらい話した。新しい上司のパワハラセクハラモラハラに悩み苦しみ自分を見失いかけていたころに、志恩と再会して今はすごく元気！　からのおもしれー女案件までの流れ全てを吐き出した。最初は真面目に聞いていてくれたが、志恩が出てきた辺りで膝を立ててスマホをいじり始めた。なんだその態度は。

「黒井と再会したんだね。あんたのまっすぐな持論で離れたのに」

　黒井とは志恩の名字だ。昔は白井と黒井でからかわれたな～なんて思い出してしまう。

「あのときは……そうしたほうがいいと思ったから」

「まあ、冷静になれたでしょ。互いに」

　スマホをいじりながら一切こっちを見ない。さっきの心配してくれた態度は何なんだ。そう言って抗議すると、麗ちゃんは色っぽいため息をつきながらこちらに視線を戻した。

「……もう一人暮らしには戻れないね」

「ほんとだよ。私もいつまでも甘えちゃいけないって思ってるんだ」

「あ～……」

　麗ちゃんは少し考えるように顎に手を当てて、もう一度私をじっと見つめてきた。

「なに？」

「私はそういう意味で言ったんじゃないの」

　そういう意味？　分からず首を傾げると、麗ちゃんの長い指が私の額を軽く突いた。

「随分ポップな監禁ね。さすがの手腕過ぎて、拍手したいくらい」

「かんきん？　かんきんって、監禁？　まさかあ」

　だってこうして外に出てると続けると、麗ちゃんはまたため息をついた。

「一生一緒にいるつもりが無いなら、さっさと出ていった方がいいよ。逃げられなくなる」

　逃げる。それは誰のことを言っているのだろう。私が志恩から？　それとも、志恩が私から？

「華。私はあんたが黒井から離れたのは正解だと思ってる。今でもよ」

「……」

　たった一人の親友だ。その分私が知らない私のことまでよく分かってる。だからこそその先を言われるのが怖い。

「でも、あんたは黒井に会いたいって望んだんでしょ？」

「……」

「そこ、どういうことかちゃんと分かってるのよね？」

　本当は、分かってる。全部分かってるのに、私は知らないふりをしている。無邪気で、昔のままの私を装って、志恩にしがみついている。再会してしまったら、きっともう志恩から離れられないって気づいているから。それは、とってもずるくて、卑怯な執着。

「黒井はあんたのそんな気持ち、全部分かってるわよ。悩むだけ無駄」

「そう、かな……」

「そうよ。あんたに近づく輩は片っ端から排除されてたの気づいてるでしょ？」

「う～ん……まあ、」

　昔の出来事が頭をよぎる。私も詳しくは覚えていないが、麗ちゃんのあきれ顔を見るに、相当だったんだろう。

「だからこそ……」

「ん？」

　うまく聞き取れなかった。聞き返すが、麗ちゃんは静かに首を振った。

「余計なこと言わないどく」

「何それ。ずるい」

「いいのよ。私は華とずっと友達でいたいからね」

　彩られた爪もとっても綺麗だったけど、短く切り揃えられて、ナチュラルカラーで塗られたお母さんの爪もとっても美しい。歳を重ねていくごとに大人の魅力が増す麗ちゃんが眩しくって私は思わず目を細めてしまう。

「私も、大人になりたいな」

「私は今の華も大好きだよ。だけど、あっちがもう幼馴染じゃいられないだろうね」

「麗ちゃんはいつも難しいことを言う」

　ツン、とそっぽを向くとちょっと小ばかにした笑い声が聞こえてくる。

「……私、これからどうしたらいいと思う？」

「どうもこうも。いつも通り、ただいまって帰りなさいよ」

　それの難易度が高いんです。とすぐさま反論すると、麗ちゃんは手を組み、そこに顎を乗せると、それはそれはもううっとりする程綺麗な笑みを浮かべた。

「麗ちゃんが予言してあげる」

「……聞こうじゃないか」

「帰ったら、きっと黒井は男の顔をしてあんたを出迎えるわ」

　それは、なんて。心の中に浮かんだ言葉を、どうやら私は表情に出していたようだ。

「期待しちゃって。やらしい～」

　もう麗ちゃんの言葉は全然耳に入ってこなかった。

「私、志恩が好きなんだね……お姉ちゃんとしろにいみたいだったらどうしようって思ったけど。今はそれでもいいって思ってる」

「色々気になるワードが多すぎるけど、まあ自分の気持ちに気づけてよかったね」

　好きだときちんと言葉にした瞬間、心の中にじわり温かい気持ちが広がった。







⑥恋人へのステップアップ








　もうすぐ帰ってくるかな。窓枠に腰かけて、華ちゃんの帰りを待つ。今日は友達に会いに行くと言っていた。外に出る余裕ができて心の底からよかったと思える。カツ、カツとせわしない気持ちを押さえるように爪を擦る。落ち着かないときの癖のようなもので、華ちゃんには爪が痛むからやめろと散々注意された。彼女の前では出さないように注意していたが、一人になるとどうにもならない。そのくらい俺は今余裕が無かった。

　華ちゃんと出会ってから二十数年。やっとここまできた。自分にとって太陽のような存在は、かけがえのないものだ。しかし、近すぎると身が焼け焦げてしまいそうになる。そのくらい眩しくて尊い存在。

　華ちゃんはどこにでもいる普通の女性だ。だけど、分かる人にはわかる。屈託のない笑顔で誰に対しても分け隔てなく接するフラットな性格。それは俺のような真っ黒でどうしようもない人間を惹きつけてしまう。今日華ちゃんが会いに行った友人も俺に近い人間だからきっと分かっているだろう。

　華ちゃんを後押ししてくれるのか、それとも俺から引き離そうとするか。最終的には華ちゃんが結論を出すとはいえ、賭けに近い部分もあった。

　だから、今日華ちゃんが帰ってきたときの反応を見て俺もこれからの出方を考えなければいけない。

「華ちゃんがこのままがいいって思ったなら……」

　一生幼馴染でもいい。そう思ってすぐに甘い考えを打ち消した。だって、幼馴染でいるということは、もしかして結婚してしまうことだってあるかもしれない。

「いや。そんなことは絶対ないけど」

　考えたくもない。無理だ。カチカチと爪を鳴らすリズムが早くなってしまう。結局は周りから囲い込んでいくしかできない臆病な自分が悪いと思いながらも、最後の一歩は華ちゃんから踏み込んできて欲しいと願ってしまうのだ。そのときスマートウォッチが華ちゃんの帰宅を知らせてくれた。

　さて、どんな顔をして帰ってくるかな。

「華ちゃんが、女の顔をして帰ってきたら」

　もう、幼馴染には戻れない。





　◇◇◇






　マンションのエントランスを通って、いつも通りコンシェルジュさんに頭を下げる。今日麗ちゃんと会って、自分の気持ちと向き合えた。志恩がどんなつもりで私を囲っているかは分からないけど、時々見せる男の人の顔に自分はもう捕らわれてしまっている。幼馴染という優しいゆりかごは、私の恋心も包み込んでしまった。

　私の帰宅は志恩に筒抜けだ。だからこそ、どんな顔をして帰ったらいいか分からない。

　志恩への気持ちを知ったしまった今、無邪気に触れ合うことなんてできない。抱き着いて、一緒に寝て、髪の毛を乾かしてもらって…ひ、ひ～～！　無理。どんだけ図々しいんだ！　あれ、でも恋人一歩手前みたいなことしてたのに、志恩は全然変わらなかった。もしかして実は何も思ってないとか？　幼馴染として純粋に心配してくれてた？

「え、そうだったら、片思いってことじゃん」

　まさかの答えが導き出されて、自分の図々しさがさらに助長された。ずんずんエレベーターが上がって家についてしまう。どうしよう。志恩は優しいし、私が困ってたから手を差し伸べてくれただけかもしれない。

　扉が開いて、到着を教えてくれる。やっぱり一旦家を出ていく方向で話したほうがいい？　それとも、じっくり話し合ったほうが……ってことは私の気持ちをまずちゃんと伝えて……ってなるとまずは志恩を避けたところから説明しなきゃならない？　なんて考えながらも無意識のうちにドアの取っ手に手をかけていた。

「……っ」

　ええい。女は度胸だとばかりに思い切り取っ手を引くと、いつも通りドアはすんなり開いた。

「おかえり」

　壁に肩を預け、そう言った志恩は幼馴染ではない、男の人の顔をしていた。その瞬間、私の心も言葉も全て奪われた。だけど、絶対大丈夫。不思議とそんな気持ちにさせてくれる。

「……ただいま」

　やっとの思いで絞り出した声は震えていた。麗ちゃん当たってたよ。なんて場違いな考えが浮かぶ。

「志恩」

　靴を脱ぐよりも先に、私は思い切り志恩に抱き着いた。志恩の顔が見えなくなってしまったが、今は誰よりも近くで彼の存在を感じていたい。

「華ちゃん。いいの？」

「……いいの、なんて聞かないで」

　多分もう、二度と離れられない。これも麗ちゃんの言うとおりだ。だけど、私が選んだ道だから。

「二度と、離してあげられないよ」

　頭上から聞こえてくる最後通告。だけど私は怯まなかった。どうしても辛くて悲しいとき、側にいて欲しいと願ってしまったのだから私が欲しいのはやっぱり志恩だから。

「私だってきっと同じだよ」

「そう、なんだね」

「知らなかった？　私、ずっと志恩が大好きなんだよ」

　そう言い終わるか終わらないかの瞬間、思い切り顔を上に向けられた。そしてまっすぐに自分を見つめる黒い瞳に吸い込まれそうになった瞬間、唇が重なった。

「っ、」

　呼吸を奪われ、どうしたらいいか分からない。苦しいのに、もっととねだってしまうのははしたないのだろうか。こんな風に唇を合わせた記憶なんてない。隣の隣のはす向かいのぺスにぺろぺろ舐められたときくらいじゃない？　何度も重なるキスに、これが人とのファーストキスだと気づいてしまった。

「華ちゃん」

　角度を変えて、何度も何度も唇が重なる。ああ、幼馴染を飛び越えちゃった。

「しおん」

　自分から出たのかとびっくりするほど甘ったるい声が出てしまう。私にとって志恩は世界一大切な人。家族よりもずっと深くつながりたい人。そんな思いが溢れたのだろう。

「ああ、華ちゃん……俺の、俺の華」

　吐息がかかる距離で見つめられる。志恩の目はとても濃い色をしている。宝石のようにキラキラしていて、私はそれを覗くのが大好きだった。その目が少しだけうるんでいる。それを見つけると、私は間違ってなかったって思えた。

「華ちゃん、大好きだよ。ずっとずっと華ちゃんだけが好き」

「うん。私も、気づくのが遅くなってごめんね」

　いいよ。と志恩が首を振る。こんなときまで優しいんだからと思うとふふふと笑みが零れた。それと同時に、大きな体にすっぽり包まれる。そして肩に顔を埋めてくると、ぐりぐりと押し付けてきた。

「ん、痛い」

「華ちゃん」

　幼馴染から恋人に変化したのに、不思議と恥ずかしさや気まずさはない。むしろもっと触りたいと思ってしまうほどだ。そんなことを思っていると、志恩が私の首筋にふっと息をかけた。

「あっ、」

「おいしそう」

　そしてそのままべろりと首筋を舐められた。おいしそう？　私食べ物なの？　と混乱していると、真っ黒い目が細められてた。笑っているのに捕食者のような妖しさが見え隠れする。その目に囚われた私は腹を括るしかない。

「食べたい？」

「食べたいよ。体の隅々まで俺の華ちゃんって印をつけて、味わいたい」

「痛いこととか、しない？」

　おねえちゃんとしろにいの行為が蘇る。もし、志恩がしたいっていうなら、頑張って考えてみる。なんなら帰りの電車でちょこっとだけＳとＭのことを調べた。い、痛いのはいやだけど。

「華ちゃん、あのね」

「はい」

「俺は君のお姉さんと志郎兄さんのような関係は望んでないよ」

「え。そうなの？」

　びっくりだ。え、じゃあ私が考えて離れたことは無駄だったってこと？　素っ頓狂な声で返事をすると、志恩はぎゅっと強く抱きしめてきた。

「ううん。あのとき華ちゃんが離れたのは正解だったよ」

「……知ってたの？」

「もちろん。まあ、華ちゃんは隠しきれない所もあるからね」

「それは、本当にごめん。でも、離れたのは正解って？　どういうこと？」

　とにかく離さないとばかりに強く抱き留められてどんな顔をしているか分からない。でも、この腕から逃れちゃいけないことは分かる。

「多分、あのまま一緒にいたら俺は本当に華ちゃんをここから一歩も出せなかったから」

　それを聞いた瞬間、麗ちゃんの言葉が蘇る。ひゅ、と喉が鳴る。多分、比喩でもなんでもなくて本当の意味で閉じ込められていた。

「俺は想像以上に華ちゃんに執着しているんだよ。知らない？」

「それは、何となくわかる」

「華ちゃんが聞かないのをいいことに甘えていること、いっぱいあるよ」

「それも、何となくわかる」

　私を抱きしめる力がより強くなる。その温もりは私に安心しか与えない。執着しているのはきっと私も一緒だから。

「でも、私だって志恩を閉じ込めたいって思うよ」

「え？」

　がばっと志恩が顔を上げる。うんと背伸びをして、後頭部に手を伸ばして、思い切り胸の中に抱き込んだ。背の高い志恩は屈む形になってしまい少し苦しそう。でも、私だって彼を独占したい。

「ほら、こうやって。私だけの志恩にしたい」

「……俺たち、同じ？」

「おんなじ、おんなじ」

　私の胸に埋まりながら、志恩がそろりと仰ぎ見てくる。その目は期待に満ちている。おねえちゃん達みたいにしなくていいなら、もうどんとこいだ。

「華ちゃん。大好き」

「うん」

　志恩が私の腕から出ていくと、すぐにキスが落ちてくる。唇が重なったところから熱がじわじわ広がって、心が満たされる。少し口を開けると、ぬるりと何かが入り込んできた。初めてのことで、なんだか分からないけど、たぶん舌なんだろう。

（なんか、慣れてる）

　私の顔をがっちり固定して逃げ道がない。厚い舌が私の中で暴れまわっていて、私は鼻から小さく音を漏らすしかできない。

「っ、ぷ、あ」

「かわいい。顔が真っ赤だ」

　うまく呼吸できなくて酸欠のせいか、体中が熱い。それに、志恩の手で私の頬や首、背中、腰を順番に撫でていく。そのたび体の熱がどんどん高くなっていく。

「……なんか、しおん、だけ、よゆう」

「そんなことないよ。すっごいドキドキしてる。俺だってキスは生まれて初めてだから。華ちゃんはぺスとキスしてたけど」

「あ、あれは舐められただけで！」

「俺、すっごい嫉妬したんだから」

　犬にも？　そんな気持ちを込めて見上げると、志恩が頬を染めて私だけを見ていた。

「だけど、もう華ちゃんは全部俺のだから」

「……うん」

　私の返事を合図に、体がふわりと浮いた。

「夢みたいだ。本当に。俺の腕の中に華ちゃんがいる」

「……今までだって一緒に寝てたりしたじゃない」

　足と、腰を支えられ子供のように抱っこされている。志恩との距離がまた近くなって胸がキュンとする。かわいくないことばっかり口にしてしまうが、その手はちゃっかり志恩の首に回している。そのままのしのし歩き始めて、向かう場所はいつも二人で眠っている寝室。

「全部、食べたい。余すことなく、俺が知らない場所がないくらい」

「……うん。知ってると思うけど、私初めてだよ」

「分かってる。俺も同じ」

　え～ほんとかよ。と心の中で怪しむと、ぎろっと睨まれた。美形が睨むと怖いんだからやめて欲しい。私はこわ～いとわざとらしく甘えると、やれやれといった態度で小さく息を吐いた。

「ね、私志恩の恋人？」

「こい、びと……そう、恋人だね」

「ふふ、嬉しい」

　自覚した恋が急速に育っている。幼馴染期間が長かったから戸惑いもあるかと思ったが、嬉しさしかない。そんな多幸感に包まれていると、寝室のドアが開いた。カーテンはきっちり閉められ、ムーディーな明かりが部屋を照らしている。ナニコレ、準備万端なんだけど。そろ、と視線を上に移すと、麗しい笑みを浮かべた恋人がいる。

「麗ちゃんに刺激されて帰ってくるって思ったから」

「私の気持ちなんてお見通しなんですね……」

「こんな恋人は嫌？」

「ううん。大好き」

　私たちはきっと似たもの同士なんだと思う。麗ちゃんちから帰ってくるとき、一瞬変なことを考えちゃったけど私だって大人な関係になるんじゃないかって思ってた。こうやって先回り準備しておくことを嫌がる人もいるかもしれないが、私は大変ありがたい。だってそれは志恩の独りよがりじゃなくて、私の気持ちが固まるのを待ってくれた結果だから。

「初めてだから痛いかもしれないけど、絶対気持ちよくしてあげるからね」

「……お手柔らかにお願いします」

　ちう、とほっぺたを吸われたと同時に、私の体がベッドに投げ出された。

「ああ、やばい。興奮する」

「……うん」

　今日は秋めいてきた季節に合わせて、バックボタンワンピースだ。はーい、万歳で脱がされるのだろうか。それはちょっとムードにかける。と思っていると、少しだけ体を起こされた。志恩の指が私の背中に線を描くように撫でた。くるみボタンがかわいくて買ったワンピースは脱がしにくいことこの上ないだろう。

「複雑そうな顔してる」

　またほっぺたをあむ、と食べられる。もちもちしているでしょう？　一時がりがりに痩せたけど、志恩の美味しいご飯で回復したから。さあ、どうぞと顔を近づけると、背中に置かれた手がもぞもぞ動き始めた。

「……ん？」

　私が甘噛みされる心地よさに身を任せていると、背中にひやりとした空気が流れた。疑問に思うころには、肩から服が落ちていった。ポリエステルだから、よく滑る。

「華ちゃん、」

　なんて器用な手だ。くるみボタンの留めにくさと外しにくさは持ち主である私が一番よく知っているのに。私の戸惑いに気づいているくせに、志恩は露になった肌に唇を落とした。小さな音と共に吸われると、どうでもいい戸惑いはすぐに消え去った。

「華ちゃんの肌、美味しい」

「う、ん……おい、しいって？」

「甘い。どこを舐めても、甘い」

　首、鎖骨、頬。最後に唇。これがいわゆる愛撫というものなのだろう。すっごくあったかくて気持ちがいい。段々志恩の言葉に反応する余裕も無くなって、「ああ」とか「ふう、」とかそんな音しか出せなくなっていた。ワンピースの下はもちろん下着だ。朝の時点では志恩とこんなことになるはずじゃなかったから、普通の下着。上下セットだったのは幸いだが、ワンピースにひびかないようなつるんとしたカップの色気も何もないものだ。

（別に今更よく見せたいってわけじゃないけど、さ）

　シャワーも浴びてない。心の準備はできているのに、体の準備はできていない。今更ながら恥ずかしさがやってきて。私は手をクロスさせるようにして下着を隠した。

「恥ずかしい？　どんな華ちゃんだって綺麗なのに」

「志恩は優しいからそう言ってくれるけど」

「いいんだよ。君を包んでる服だって俺にとっては愛しいんだから」

　気障なセリフを言ってくれるじゃない。なんだか心がくすぐったくて、自然と口元が緩んだ。

「そうそう。笑ってて。華ちゃんが笑ってるだけで俺はこんなにも幸せだから」

「優しすぎる～……ほんとに志恩がいないと生きていけなくなる」

　冗談交じりでそんなことを口にする。すると、志恩を纏う空気が変わった。

「……あれ？」

「そうなるように仕向けているんだよ」

　長い指が私の髪を掬う。今日は珍しく下ろしていたから、さらさらと指の間を流れていった。

「っ、」

　髪を一房掴み、力を込められた。

「おしゃべりはそろそろ終わりかな。心も、体も俺無しじゃいられなくなるといいな」

　不穏な願望を全身で感じながらも、私の鼓動はもうはち切れんばかりに早くなっている。ああ、私の好きな人だ。高校のとき、抱き留められたときからずっと会いたかった好きな人。それが今目の前にいる。

「うん」

　なんて言ったらいいか分からない。だけど、もう知らない男の人じゃない。近づく志恩に少しだけ首を傾けて、キスを受け入れる。その間にも、器用な手は私の背中をまさぐっていて、散々恥ずかしがった下着も胸を支える位置からずれている。独特の拘束感から解放されると、手で隠しているのもばかばかしくなってしまった。

「そうそう。素直になって。これは二人にとって喜ばしいことなんだから」

　自信満々な口調だが、私からブラジャーを取り去る手つきは壊れ物でも触るかのように優しい。もう少し体を起こしてキスをねだると、志恩は目を真ん丸にした。だけどすぐその目を嬉しそうに細めた。

「夢みたいだ」

「夢じゃないよ。私も、志恩もここにいるんだから」

　触れ合う唇で互いの存在を確かめ合う。舌を絡めるキスはまだ慣れないけど、これから経験を重ねていけばいい。ブラジャーとワンピースが体を隠す意味を無くしたとき、志恩の手が胸に触れた。

「ひゃ、っこい」

　志恩の手はいつも冷たい。心が優しい人は手が冷たいなんて迷信も今は本当なんだろうなってぼんやりした頭で考える。

「冷たい？」

「ううん。私が熱いくらいだから……」

　互いの体が混ざり、心地よい温度に変わる。それを狙ったように大きな手が乳房の形を変えていく。

「っ、ん……」

　喉の奥から甘い声が漏れる。最初は遠慮がちだった動きが少しずつ大胆さを増していく。

「もっと、聞かせて」

「あ……は、ぁ」

　鼓膜をダイレクトに刺激され、体の力ががくんと抜けた。少し起こしていた体が倒れ、ベッドに身を預ける。魔法でもかけられたのかと思ってしまうほど、うまく動けない。

「かわいい。先端が赤くなってきてる」

「や、ぁ──んうっ！」

　今しがた口にした場所をきゅっと捻られる。詳細に言わないでと反論しようとしたが、無理だった。痛くないけど、感じたことのない刺激だった。

「華ちゃん、かわいいよ。もっと俺にいろんな顔を見せて」

「わた、し今……」

　どんな顔してる？　そう尋ねるが志恩は教えてくれなかった。

「華ちゃんも知らない、俺だけが知ってる」

　真っ黒い瞳が私をのぞき込んでいる。それだけで私の胸は高鳴って、自分ではどうしようもなくなる。はやく、もっと。なんて考えが浮かぶほどに。

「大丈夫。気持ちいってことだよ」

　首筋にキスが落ちてくる。今気づいたけど、志恩がキスした場所がどこも赤く色づいている。赤い色を見つけるたび、志恩の執着を感じた。

「あ、ああっ、」

　そうしている間に、熱い舌が肌の上を這う。全部食べるって言ったのは嘘でも比喩でもなんでもなくて、本当だった。首、鎖骨、乳房の上を通って、赤く腫れた先端にたどり着く。ねっとりと形と味を確かめるように舐められる。恥ずかしい、よりもどうしよう。こういうとき、どんな声を？　なんて考えながらも丁寧な愛撫に私はすっかり骨抜きだ。

　自分を取り繕うこともできず、志恩が舌を動かすたびに、子犬のように鳴くしかなかった。

「し、おん」

　それでも合間に名前を呼ぶと、愛しい人は嬉しそうにキスをしてくれる。肌の触れ合いが増えるたび、お腹の奥底がずくずくと疼く。初めてだらけのことなのに、なんの疑問もなく受け入れてる私っておかしいのだろうか。でも、私の体を撫でる手も、舌も全部心地がいい。流され上等、だって私は志恩が……。

「──あっ！」

　太ももの内側。一番柔らかいところにびりっとした痛みが走る。ジワリと広がる痛みから噛みつかれたのかもしれないと想像できた。

「何考えてる？　集中して。俺が好きなら、俺を見て」

　ショーツ一枚残った下半身……足を持ち上げて、志恩が私を見下ろしていた。なんか、しろにいの気持ちが分かるかもしれない。いや、わかっちゃいけないのかもしれないけど、こうやって大好きな人が自分だけを見て欲しいと意地悪してくるの。あまり感じたことのない感情。

（優越感）

「っ、ひい」

　噛まれたところをもう一度舐められた。痛みと一緒に体中にしびれが走る。体がしびれると、お腹の奥がまた疼く。そのずくずくとした感覚だけがまだ慣れなくて、怖い。熱が集まって、どうにもならなくなってくる。段々、その時間が長くなってくるのは志恩の愛撫が私のイイところを探り当てたからなのかもしれない。

「っ、ん、ぁ」

　私でも知らない気持ちイイ場所。首筋、乳房の先端、左の脇腹、右の太ももの内側。志恩は重点的に舌で虐める。今まで一度も出したことないような声が喉の奥から湧き出てくる。

「そこ、やあっ──」

「本当に？　体は喜んでるよ？」

「うう、っ、ずる、い」

　そんなに大きくもない乳房が形を変えている。どうやら私は左の乳首の方が弱いらしく、そっちを甘く噛まれると背中がのけぞってしまう。いやだけど、いやじゃない。これが複雑な乙女心。この年になって初めて知ったことだらけだ。気持ちいいことでいっぱいになると、自分の振る舞いにも余裕が無くなる。両方の手で顔を隠したり、（志恩にすぐに取っ払われてしまった）膝を立てて小さく縮こまろうとしたり、（これもすぐに志恩に解された）シーツをぎゅっと掴んだり……（その上からそっと手を結ばれて照れくさかった）とにかく自分でも何が何だか分からない。

（けど……）

　私は所在なさげに視線をあちこちさ迷わしていたが、やっと本来の位置に戻るために努力した。

「し、お」

　甘ったれな私のお願い。いつも清潔なシャツに身を包んで隙のない志恩。でも、こんなときにもそんな姿が見たくない。シャツの襟部分に指を差し込んで、布越しの熱を感じる。

「これ、やだあ」

「華ちゃん？」

　私を見下ろしていた志恩の目が真ん丸になる。

「さみしい。ちゃんとぎゅっとして」

　子供のような懇願だった。私は志恩のように器用ではないため、ボタンを外すのに苦労した。指が震えているため、外せない。

「できない……」

「ん。ごめんね」

　私の腕と手を首に導くと、志恩は片手でボタンを外し始めた。ひとつ、ふたつ。少しずつ肌が露になって、志恩が腕を袖から抜いた瞬間、堪らなくなってひっくり返す勢いで抱き着いた。

「う、わ！」

　今日一番志恩の驚いた声が響いた。シャツを脱ぐのに集中していたせいか大きな体がぐらつく。その勢いのまま私が志恩をベッドに押し倒す形になってしまった。けど、ひろ～いキングサイズのベッドは私達がじゃれたくらいではびくともしない。

　結果として押し倒すような形になってしまったが、肌と肌のぶつかり合いには成功したようだ。目を真ん丸にした志恩を眼下に、一瞬だけ時が止まった。

「……し、お」

「はなちゃん……」

　志恩の唇が私の名前を呼ぶ。その瞬間私は弾かれたように唇に吸い込まれた。少し口を開いて、舌を伸ばす。視界の最後に映った志恩の目はやっぱり驚きで真ん丸だった。けど、キスが始まってしまえば互いの舌がすぐに絡みあう。

「っ、ふ……ぁ、ん」

　ぴちゃぴちゃと唾液が絡まる。互いの存在を確かめあうように何度もキスを繰り返した。上に乗っかっていたはずだが、いつの間にか姿勢が逆転して、私の上に大きな体がのしかかっている。重くって苦しいはずなのにキスで粘膜が触れ合い、肌が重なるとそんなことはどうでもいいと思ってしまう。

（きも、ちいい）

　腹の奥が疼く。何かが足りないと叫んでいるようだ。重みに慣れてくると、下腹部に押し付けられている質量に気づく。

「っ、あ」

　少しずつ分からせるように、押し付けられる。それが私の足りないものだって気づく。

「はな、ちゃん」

　大きな手が内ももを撫でる。そしてその手がショーツのゴムにのびてくる。ゆっくり下ろされると、じっとりと濡れていることに気づく。足を少し上げると、いとも簡単に取り払われた。

「ああっ！」

　長い指が誰も知らない場所に触れる。今までにない刺激に、私は一層高い声を漏らした。知らない水音が響いて、私は絶え間なく声を漏らす。堪らなくなって志恩を見つめると、真っ黒い瞳が私だけを見ている。吸い込まれそうだ。でも、これほど恋心を寄せる人が私だけに。そう思うと自然を口角が上がる。私こそ志恩を閉じ込めたい。

「っ、あっ」

　ぐぷりと長い指が、ナカに入ってくる。感じたことのない質量と感覚。鈍い痛みと、圧迫感。でも、嫌じゃない。何も話さない志恩にも余裕が無いことは分かったが、私が辛くないようにしてくれている。いっそもう貫いて欲しいと思ってしまうほどにもどかしい。初めては痛い。それはきっと誰もが通る道だ。だけど、今はその瞬間が待ち遠しい。指の質量に慣れて、痛みの奥にある快楽を体が拾い始めた。苦しい声の中に甘い声が混じる。ああ、もう指の熱がもどかしい。体に押し付けられる、志恩の欲望が欲しい。

「ん、あ、しお……」

　さみしいよお。絶え絶えになる呼吸の合間にそう願った。志恩が欲しいとばかりにダラダラと足を粘液が伝う。体も心も全部志恩を願ってやまない。

「華ちゃん。大好きだよ」

　一層、深いキスが降ってくる。志恩の蕩けた嬉しそうな顔。私しか知らない。

「ん、ふ。私しか、知らない志恩」

　嬉しくって思わず声に出してしまう。

「うん。全部、華ちゃんのだよ」

　大きく足を持ち上げられる。互いに身に着けているものはもうない。志恩が体を起こす。大きな体に見下ろされ、もう私は手を伸ばした。

「ね、は、やく」

　先ほどまで私を翻弄していた指が、見たことのない塊を擦っている。私の中心部から溢れた粘液が、志恩の塊と交ざる。

　そんな光景に、私は酷く嫉妬してしまった。自分より先に……なんてバカなことを考えてしまうほどに私は飢えていた。

「華ちゃん。やっとだ」

　多分、避妊具をつけていたんだと思う。薄くてらてらと濡れた塊が私の中心部に押し付けられた。

「……っ、あ」

　入るのだろうか。本当に。一瞬だけ怖くなった。でもそれは本当に刹那で、あてがわれた熱を肌で感じた途端。

「ん、うう！」

　体の中心を割かれるような痛みを感じる。

「っ、い」

　痛い。そう叫びたくなった。でも、そんなことより大切なことがある。私は思い切り志恩を抱きしめて、ゆっくり口を開く。

「志恩、だいすき」

　唇を寄せて、そう口にしてキスをする。

「俺も、華ちゃんだけを愛してる」

　その瞬間、息が詰まるような重みを下腹部に感じた。ずん、と奥まで突かれてたのだ。痛い。めっちゃ痛い。この世にこんな痛みがあるのかっていうくらい痛い。

「華ちゃん、俺を見てて」

　頭を撫でられ、甘い声が流れ込んでくる。そろりと目を開けると、真っ黒な瞳が私をのぞき込んでいる。ふうふうと荒い息を整えて、小さく頷く。

「痛いよね。ごめん……でも俺はすごく気持ちい。」

「うん……」

　温かい唇が顔のあちこちに落ちてくる。大きな手で撫でられた体はすぐに痛みを忘れた。

「少し動くよ」

「、う、ん」

　にちゃにちゃと聞いたことない音が下半身から聞こえる。体に痛みは残るけど、心はもっととねだってしまう。何よりいつも綺麗で余裕のある志恩の声がかすれている。耐えている、我慢している。そんなの気持ちがありありと伝わってくるのだ。そんな志恩の全てを受け入れたくて、私は自分の体を押し付ける。

「あっ、ん、ぅ……あぁ」

「はな、ちゃん」

　控えめだった水音に、肉がぶつかる音が混じる。これも全然聞いたことない音で、初体験だらけ。ちょっと痛くて苦しい。だけど、満たされて止まない。嬉しい、幸せ……大好き。私はどうにもならないこの感情をぶつける場所が欲しかった。

「つかまって。俺だけに縋って」

　奥を打たれる。優しく、出し入れする塊に私はすっかりとりこになっていた。長い間離れていた期間をやっと埋められた。私は思い切り志恩にしがみつく。一番深いところで繋がっているのに、それだけでは物足りない。だからもっとそばに。そんな強い思いが全身の隅々までいきわたる。そのせいで多分爪を立ててしまった。指先から伝わる何かに食い込む感触も初めてのこと。

「っ、あ、や……ご、」

「いい。そのまま。そのまま俺に刻み込んで」

　そんなセリフに一瞬怯む。もしかして傷つけて欲しい？　なんて冷静になってしまった。やっぱりおねえちゃんと……と思ってしまったところで、キスに思考を奪われた。ぬるぬると舌が口の中を犯していく。呼吸を奪われるようなキスに、懸念はすぐに消え去った。

「華ちゃん、ダメだよ。他の人のこと考えちゃ」

　ずぐ、とお腹の奥に強い衝撃を感じた。

「中がきゅうきゅう俺のこと締め付けてくる」

　前髪を掻き分けて、私を見下ろしてくる。その顔はとっても幸せそうだ。汗の流れる額から、一粒私の腹に水滴が落ちた。息も荒く、互いに余裕はない。

「あ、んう。し、お」

「華ちゃん、愛してる」

「あ、わたしも……」

　一生離さない。君だけを見てる。誰にも渡さない。そんな独占欲を何度もぶつけられた。痛みに少しだけ縮こまっていた体も、すっかり解されて今は快楽を受け入れる器となった。初めてなのに、きもちいい。肌を撫でる手も、私のナカを虐める塊も、声も、目も全部が私を大好きだって言っている。言葉にしなくても分かる愛に私はすっかり骨抜きだ。

「あ、ああ……しおん、すき、すき」

　気持ちよくって体が浮く。できた隙間に志恩の手が入り込んで支えてくれる。体勢が変われば気持ちいい場所も変わる。揺れる胸、志恩を求めていやらしく揺れる腰。なんだか知らない世界に連れていかれそうだ。

「こ、こわ、こわいよ」

「怖くないよ。気持ちいいから、一緒に頑張って」

　ぐ、ぐ、とさらにナカに入り込んでくる。まだ来るの？　どこまで入るの？　そんな風に思っている間に、体がびくびくと跳ねた。

「あっ、ああ！」

「っ、引きちぎられそう、だ」

　ぽたぽたと志恩の汗が私の肌の上を滑っていく。気持ちよくってもう自分を押さえていられなかった。半分叫びに近い喘ぎ声が出て、ナカからじゅわりと粘液がさらに溢れた。

「華ちゃん、俺も……」

「あ、来て！　来てぇ……！」

　互いの肌をこれでもかとくっつけて、舌を絡める。肉のぶつかり合う高い音が響いて、キスの端から漏れる私の声とリンクする。

「っ、はな、華……」

　最後、唇が離れた瞬間また名前を呼ばれた。志恩が呼んでくれるだけで自分の名前が特別になる。私もなんとか気力を振り絞って口を開く。

「だい、すき……」

　かすれて、言葉にもならない音だった。けれども志恩はしっかり受け取ってくれた。最後にいつもの綺麗な笑みを見せて、薄い隔たり越しに白濁を体で受け止めた。
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　終わったあとの賢者タイム。なんてことは起きなかった。ずーーーと肌に触れあって隙あらばキスをして、愛を囁き合って。全部さらけ出した私たちに怖いものなんてなかった。

「華ちゃん、お風呂湧いたよ。入るでしょ？」

「うう～～ん。入りたい。入りたいけど、まだくっついていたい」

　裸の志恩の上に寝っ転がって私は飼い猫のごとく甘えていた。時々額をぐりぐり擦り付けて、大好き大好きと気持ちを伝えた。

「じゃあ、俺がいれてあげる」

「え？」

「体の隅々まで洗って、綺麗にしてあげる」

「……いいの？　私も志恩のこと洗いたい」

　じゃあ、洗いっこだ。なんて無邪気に笑うから、私のときめきメーターは振り切ってしまった。かっこいいとかわいいは同居できる。世の女子の憧れ男子が今目の前にいて私は改めて幸せを噛みしめていた。

「ああ、でも私が爪を食い込ませちゃったところ、痛いよね……お風呂入ったら染みるよね」

「いいや。全然。華ちゃんが残してくれたものだから。写真に撮って保存したい」

　今のは聞かなかったことにしよう。絶妙なスルースキルを持つ私にはこんなことはお茶の子さいさいだ。

（やっぱり責められるのが好きなんだろうか）

　一瞬そんな不穏な考えが浮かぶ。しかし、それはすぐに飛散した。何故なら、大きな手が私の顔を鷲掴みにしたからだ。

「変なこと考えるようなら、また教えてあげようか？」

「……あ」

　失言だ。それを思い知ったのはあわあわボディソープで体中を撫でまわされて何度もイかされてからだった。







⑦突然の働き方改革








　付き合い始めてのカップルの性行為の回数ってどのくらいなんだろう。私が生理のとき以外はほとんど体を重ねている。ただいまのキスから、互いの体を触っているうちに、どんどん止まらなくなってしまう。例えば……なんだけど、エントランスで帰宅がかち合ったときの例。エレベーターが閉まって、視線が合った瞬間、キスが止まらなくなってしまった。志恩の部屋に向かうときはどこにも止まらないのは互いに知っている。だからこそできることだけど、どっかの防犯カメラで見られてるかもって思いながらもやめられない。私は決して痴女じゃないけど、口の中、唇をぜ～～んぶ食べられてしまうと私の頭はとろっとろに溶けてしまう。

　エレベーターが開いてからもキスをやめられなくて、半分引きずられるように部屋に入ったことがある。器用な手で玄関ドアを開けると、スカートをたくしあげられて、すぐに塊に侵された。そして絶賛真っ最中。

「あっ、ああ！　そこ、きもちい、いよお」

　じゅぷじゅぷと蜜が絡む音が玄関に響く。狭い場所だから私の声が反響して何重にもなって聞こえてくる。恥ずかしい気持ちも無いとはいえないけど、気持ちいいから仕方ない。志恩の名誉を守るために言っとくけど、誘うのは私の方が多い。なんでか？　今日のきっかけはエントランスで私を見つけた志恩がネクタイを緩めたから。

　そんなことで～？　って私も思ったけど、仕事の顔からプライベートに切り替わる瞬間を見たらどうにもこうにも堪らなくなっちゃったの。

「華ちゃん、いやらしいね。どこがいいの？」

　奥を突いて、入り口を浅く擦られて。冷静なんかでいられない。発情期なのかもしれない。

「あ、む、ねも……」

　いじって。振り返ってそう懇願しないうちに、大きな手が無遠慮にブラジャーのカップをずらした。もちろん、着衣のまま。

「ん、ふ、ぁーっ、──く、っう……」

　指が、先端を擦る。くにくにこねられて、私はきゃんきゃんと吠える。すごい、気持ちイイ。立っているのがやっとで、何度も膝から崩れ落ちそうになる。後背位は深くまで繋がれるけど、顔が見えない。

「しお、ん……キス」

　寂しくなったころ、ぐるん、と体勢が変わって息苦しいキスが始まる。そのころにはもう私も志恩も限界。

「ん、く、ぅううっ！」

　口の端から漏れる声は私がイッた証拠。遅れて志恩が奥にこすりつけて達したことを教えてくれる。

「はっ、あ……はう……」

　ずるりと抜けた塊は未だ固さを失っていない。ぶるん、と粘液を振り這うように揺れるそれを見て私の思考はまたいやらしい方向に傾いてしまう。

「まだ足りないみたいだ。俺も、華ちゃんも」

　手洗い、うがい、着替え、ご飯。生活に必要なことがどんどん後回しになる。だけど私の心はいつだって満たされていた。
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　初めてからそんなにしないうちに、私の体はすっかり志恩仕様になっていた。そして、心配していたおねえちゃん達のようなことは一切なく、（おそらく）普通のセックスなんだと思う。

「体が痛い」

「大丈夫？　だから無理して上に乗らなくていいって言ったのに」

　そう。昨日は私が上になって腰を振ってしまった。いつも私を見下ろしていた志恩と立場が逆になりちょっぴり優越感を抱いてしまった。上気した肌と、艶めかしい吐息。だけどちょっと余裕そうな志恩の色気に完全に当てられてしまった。

（おねえちゃんの気持ちがちょっぴり分かったかもしれない）

　結局最後はひっくり返されて形勢逆転だったけど、その弊害が朝に来ていた。

「あ～出勤したくない。行きたくない」

　もう起きなければいけない時間だが、私はベッドの上をごろごろごろごろ～と行ったり来たりしていた。

「送ろうか？　車あるし」

「いやいやいや。そんな社長出勤したらどんな噂されるか分かんないから！」

　私ばっかり疲れて、全然そんな様子を見せない志恩にちょっぴり苛立ちつつも私はしぶしぶ起き上がった。

「今日も頑張って働くか～」

　のそのそと仕事着のシャツに袖を通していると、額にキスが落ちてくる。

「きっといいことあると思うよ」

「そうかなあ」

「うん。季節も秋めいてきたし、週末はどこか出かける？」

　え！　と私は首をぐんと上げる。おでかけ。気持ちを確かめ合ってから初めてのデート？　と期待に胸を膨らませる。

「どこか行きたいところある？　車もあるし少し遠出しようか」

「遠出か～いいな～。あ、ねえ少し郊外にある大型インテリアショップに行きたい。ほら、ショッピングモールに併設された」

「ああ、今年の春にオープンした？」

　そうそう。と私は首を縦に振る。あそこなら日帰りで行ける距離にあるし、品物も充実している。今言ったインテリアショップの中にはタルトが有名なカフェもあって買い物以外の楽しみもあるのだ。秋限定の芋栗カボチャのタルトをテレビで特集していて食べてみたかったのだ。

「ああ、じゃあソファでも買おうか。うちにあるの少し小さいし」

「え！」

　卵を買おう的な軽いニュアンスで大きな買い物を決断している。私は口をあんぐり開けて信じられないとばかりに志恩を見上げた。

「だって、小さいだろ？　二人で寝転べない」

「っ、！」

　寝転べないとはつい先日盛り上がってしまってソファで体を重ねたことを指しているのだと気づいた。確かに小さくて、私が背もたれに足をかけて……キスだけじゃ止まらなくって、姿勢も苦しいはずなのにいつもより気持ちよくてすぐイってしまった。なんてところまで思い出して慌てて首を振る。

「志恩のエッチ……」

「そんな顔しないで。我慢できなくなっちゃうから」

　ね？　と軽いキスを交わす。たったそれだけで気持ちが一気に蕩けてしまう。些細な時間を重ねていくことがこんなにも幸せなのだと改めて知れた。

「じゃ、決まりだね」

「あ、ちょ。まだ使えるよ？　このソファ」

「まさか。捨てないよ。ベッドルームに置こうと思って。あそこにはテーブルだけでソファは無かったし」

　まあ、それなら。と私は自分を納得させる。金銭感覚にかなりの違いはあれども、志恩は私の気持ちにも寄り添ってくれる。

「これからのことを考えて、大きめの物を買おう」

「これから」

　そう。と志恩が優しく微笑む。

「子供、とかね？」





　◇◇◇






　子供、コドモ、チャイルド、チルドレン……そんな夢物語に、私は終始思考を奪われていた。

（志恩との子供ならめっちゃかわいいだろうなあ……男の子でも女の子でも。でも、今のご時世妊娠だって難しいから二人で過ごすって選択肢もあるってことを考えないと……）

　週の真ん中水曜日、一番憂鬱な日でもあったが、お花畑のど真ん中にいた私はいつもよりも順調に仕事をこなしていた。昨日までなんとなく納得できなかったデザインがバチっと決まり、調子がよすぎるほどだ。

「あ～みんなちょっといいか」

　志恩特製のお弁当を美味しくいただき、ウキウキワクワクで午後の業務を開始しようと歯ブラシと化粧ポーチを持って立ち上がったところだった。総務部部長の珍しい訪問。なんだ？　と声のした方向を向くと何やらめんどくさそうにタブレット片手に頭をぼりぼり掻いていた。

「急なんだが、当社が都の改革事業のモデリングとなることになった」

　改革事業？　モデリング？　はて、と私は首を傾げる。

「先月、都知事選があったと思うが、そのマニュフェストの中に通勤環境の改革が盛り込まれていたんだ」

　知ってる人の方が少ないんだと思う。みんな「え？　そうなの？」って顔をしている。確かに都内の通勤環境はいいと言えないもんな。一本でも遅くなるとぎゅうぎゅうすし詰め。変に中心部に入ったら姿勢がうまく固定できないこともある。何年たっても慣れない。夏は地獄、秋も地獄、冬も地獄……結局毎日地獄なんだ。そんな環境が改善されるなら喜んでモデリングします。よくわからないけど。

「まあ、環境改善項目にも色々あって、メインはフレックスタイム制、時差出勤など。今回うちがモデリングに選ばれたのは、在宅ワークだ」

　在宅。その言葉が出た瞬間、フロアがざわめきに包まれた。え、つまり出勤しないってこと？　ここに？　え？　まじで！

　喜んでいるのは私だけではないようだ。ちょっとあたりを見回すとみんな顔を喜びでほころばせている。

「それにあたり、作業環境の確認をしたい。今使用しているパソコンを自宅に設置するがその搬入が……来週の水曜日になる」

「ええ！　そんな早く！」

　そう声を上げたのは私の隣にいた人だった。そりゃそうだ。パソコン一台で仕事は可能だが、設置に至っては場所の確保も必要だし、全員が全員できるわけではない。私だって今の一人暮らしの家にはとても置く場所がない。流石に仕事道具を志恩の家に……なんて思って、いや、志恩のなら喜んで設置しそうだとすぐに思い直した。

「運のいいことに全員が今仕事にひと段落がつきそうだと聞いている」

　そう言われれば、私も今は急ぎの仕事はない。それに同意するようにうんうんと頷く。

「なんだか俺も話がとんとん拍子で進みすぎて怖いんだが、ＫＵＲＯＩグループの不動産部門、ＩＴ部門、運送配達部門などが全面協力しているらしく、万が一自宅に設置できない場合には自宅から遠くないコワーキングスペースの年間貸し出しも可能となっている。今、作業環境の確認をしたいので各自この用紙を明日までに埋めてきて欲しい」

　どうやら在宅勤務は決定のようだ。とんとん拍子に話が進み、ただただ言われた通りにするしかない。

「いや、俺聞いてないですけど。在宅って言ったって、会議もあるし集まらないとダメなときだってあります。都の事業だかなんだか知りませんが俺は賛成できません」

　ハイ、出た～。決定事項に反対できる俺、野原～。嫌味しか浮かばないが、かっこいいだろう的に私の方見ないで～。私はあんたに会えなくなるから大賛成です～。思いっきり顔を逸らして用紙を舐めるように見つめる。

「それについても、ＫＵＲＯＩグループが開発したオンライン会議アプリの方を使ってほしいと言われている。ＩＤとパスワードを共有することで一度に五十人まで会議を開けるそうだ」

「オンライン会議ってことですか？　回線が弱いとすぐ落ちそうですし、何より対面であるからこそ伝わる熱意がありますよ」

「熱意も大事だが、通勤環境の変化でのストレスの変化も見ていきたいそうだ。社の全員にストレスチェックや現状の困っていることなどの確認も外部が入るようになった」

　総務部長の言葉がとっても頼もしい。本当に最近決まったことなのかと疑問に思うほどに、用意された回答がある。

「外部、っすか」

「そうだ。通勤環境の改善によって身体的・精神的変化もチェックしていくようだ。申し訳ないが決定事項だ」

　野原が完全に黙った。そして私たちの方をちらっちら見ている。誰も賛同しないよ。みんなお前に会えなくなって万歳三唱だから。

「では、環境確認は明日までに提出してくれ。全員が今と変わらぬ環境で仕事ができるように整えてくれるから心配しなくていい」

　詳しくは明日の十一時から説明会があるらしい。うちの会社はそんなに大きくないのにこんなモデリング事業に選ばれるんだんぁ。なんて感動してしまう。あ、逆に大きくない会社だからこんなことができるんだ。まあ、強引だけど私だけじゃなくてみんなもいい反応だった。すぐにおしゃべりできる環境じゃないのは残念だけど、オンライン会議もできるし、今のご時世色々繋がるツールはある。逆に出社しないということは野原に会わなくていいということ。

　それって。

「超絶ハッピーなやつやん」

　もらった用紙に顔を隠してぽつりとつぶやいた声に、喜びが隠せなかった。

　みんなどこかふわふわ浮足立った終業を迎え、いそいそと帰り支度をする。早く志恩に会いたくて必要なものを乱雑に詰め込む。

「なんだか寒くなってきたな」

　廊下に出るドアを開けると、冷たい空気が体を包んだ。ついこないだまで夏だったのに今はもう秋めいている。芋栗カボチャ、新米に秋サケ、それからきのこ……季節ものじゃないけど焼き立てふかふかのパンも美味しい。食べ物のことを考えると、ちょっぴり体が温まった気がする。

　秋物の服はいくつか持ってきていたが、ここまで寒くなるとどうしても心もとない。駅前の電光掲示板に、明日は雨。十一月下旬並みの気温。と書かれていてせっかくあったまった体が急激に冷めていく。ダウンコートとはいかなくても、厚手のコートが絶対必要。そう思った私は、スマートフォンをバッグから取り出す。そして、メッセージアプリを開いて、ぽちぽちと文字を打っていく。

『冬物のコートを取りに帰るので、ちょっと遅くなります』

　よろしく！　と手を振るパンダのスタンプを一緒に送れば連絡完了。すぐさま既読がついたが、歩きスマホはよろしくないと返信を見ることなくバッグにしまった。おそらく分かった、迎えに行く。なんて過保護なメッセージだろう。お願いしなくてもきっと家の近くで待っていてくれると思うと寄り道さえ楽しくなる。うちの近くに来てくれるなら久しぶりに外食もいいな。ガパオライスが美味しいお店。ちょっと前までしょっちゅう行っていたのに全然いかなくなっちゃった。そう考えると、野原が私に与えてきたストレスは本当に相当なものだったんじゃないだろうか。まともな日常生活が送れなくなるのはどう考えたっておかしい。

　もし、あのとき私が志恩に会いたいって言わなかったら、どうなっていたかな。なんて考えてぞぞぞと肌が粟立った。

　ただでさえおもしれー女案件で定期的に声をかけられてるんだから。さっさと諦めてくれればいいのに、私に聞こえるように「落としたい女がいるから」と視線を向けながら言われたこともある。ランチにも誘われるけど、志恩特製のお弁当があるから断れる。

「料理上手とかマジ高ポイント」

　だけど、指差し評価がうざいんです。ほんと鳥肌しか立たないから勘弁して欲しくて、彼氏の手作りですと見せつけてやろうかと思った。けどそういうときに限って相手に電話がかかってくる。電話が終わってまで彼氏の存在を知らせるのは仕事中には気が引けるからな。心の声がため息となって漏れ出る。でも、ありがたいことに在宅ワークに変わるしあの上司と顔を合わせることが無くなるのが本当に嬉しい。海老根さんが戻ってくるまでどうぞモデリング事業を続けてくださいと祈るばかりだ。

「う～さむ！」

　混みあった電車を降りると、先ほどよりも気温が下がっている。電車の中の暖かさからの寒暖差で思わずそんな言葉が零れた。これはもうさっさと帰るべきだ。私は寒気を押し殺して自宅へ向かう。

　なんだか久しぶりだな。二か月ほどしか留守にしていない（時々服を取りに帰ったりはしていたけど）が、全く違う風景のようだ。あ、お気に入りのお店、今日やってる。そんなことを確認しながら歩みを進めていると、電信柱の陰から人が飛びだしてきた。

「わあ！」

　思いもよらないことに、声が出てしまった。不審者、変質者？　と体を固くする。

「よ」

「の、野原室長？」

　たった今私に恐怖を与えてきた人物は、まさかの野原だった。おま、マジでなんでこんな所で会うんだよ。信じられない。私は思わず一歩後ずさった。家はもうすぐなのに、こいつのせいでハッピーな気持ちが急降下だ。そもそもどうしてこいつが今ここに居るんだ。それに、電柱の陰に隠れて飛び出してくるなんて通報待ったなしなんだけど。

「白井も家、このへん？　歩いてたら姿が見えたから」

「は、い？」

　待ち伏せしてた雰囲気をビシビシ出して、そんな偶然あるわけないだろう。とにかく警戒心をあらわにして私は威嚇するように身を固くした。

「いや、そんな警戒すんなって。ホント偶然だから」

「……」

　上司と部下の関係としては行き過ぎている。そう吠えたくても、喉が張り付いたように声が出ない。職場では言い返せるのに、二人きりだとやっぱり怖い。ましてや私の日常を奪うような圧をかけてきた人だ。自宅近くにいるという事実が私の体を恐怖で包んだ。

「……私、あの」

「今日の話はホントにびっくりしたよな。俺の自宅仕事ができるような部屋じゃないしさ～……白井は？　コワーキングスペースとか活用する？」

　何が聞きたいんだろう。この人の考えが全くわからない。おもしれー女だと認定されたのは分かってる。けど、私はそんな風に認められたからといって野原に心を許したわけではない。仕事だけの会話なら何とか頑張れるがこんな風にプライベートなことまで踏み込んで欲しくない。

「答える義理は無いので。失礼します」

「あ、おい」

　怖い。怖い怖い。いつも心の中でからかってうっぷんを晴らしていたけど、こんな風に近寄ってこられるのは本当に無理だ。恐怖で体が竦んでいたが、やっとの思いで背中を向けて歩き出す。

　震える手でバッグの中を漁ってスマートフォンを取り出す。さっきまで歩きスマホはダメなんて言ってたけど、今はそれどころじゃない。少し明るくて人の多い歩道の所まで来て、立ち止まる。

「ふ、は……」

　呼吸がうまくできなかったと今気づいた。肩で息をして、必死で体に酸素を取り込む。それでも全身の震えは止まらなくて、中々ロックが解除できない。数字をいくつか押すだけなのに、正解が導けない。

（私、こんな弱い女だったけ）

　志恩と一緒にいるようになって全部大丈夫な気がしたけど、全然ダメだった。一人じゃ何にもできない。怖くて、メソメソするだけ。スマートフォンのロック画面は開けないし、無力すぎる。真っ黒な画面に映る自分があまりにも惨めすぎて怒りすら湧いてくる。っていうかそもそも何でうちの近くにいるの？　え？　あいつもあの辺に住んでるってこと？　でもどう見たって待ち伏せ感が隠せてない。

「あ～わかんない」

　とにかく早く在宅ワークに移行したい。逃げ道があって本当によかった。深く息を吐いていると、手に持ったスマートフォンが震える。

「わっ」

　画面に表示された名前は、一人しかいない。ゆっくり画面をスライドして耳に当てる。

『華ちゃん』

「し、しおん」

『もう着くから、そこで待ってて』

　どうやって私の居場所を知ったかなんて追いかける気もない。私がへこたれたとき、すぐに側に来てくれるから。溢れる涙を指で拭って、私は何度も頷く。

「早く来て」

『華ちゃん』

「ん？」

　ぐす、と鼻をすする。一瞬の沈黙のあと、心地よい声が鼓膜を揺らした。

『怖かったね』

　声が二重に聞こえた。視線をあげると、息を切らした志恩がいた。寒くなってきたのに汗をかいている。すぐに向かってくれていたことが見て取れる。

「志恩」

「ごめん。遅くなった。車だと混んでるし、走ったほうが早い」

　あつい。と手で汗をぬぐう仕草に胸がきゅんと締め付けられた。堪らなくなって広い胸に飛び込むと、すぐに温もりで包まれた。

「帰る。家帰ろ？」

「うん。帰ろう」

　人目もはばからず、思い切り抱き着く。帰りたいと口にするわりに、この温もりから離れたくない。

「はーなーちゃん。ほら、離して」

「……うん。何があったか聞いてくれる？」

「もちろん。電話の声で何となく想像つくけど」

「家にね、冬物のコートを取りに行こうと思ったの。そしたらなんかわかんないけどあいつがいて……」

「そう……」

　よしよしと頭を撫でられて、先ほどまで全身を支配していた恐怖がやっと落ち着いてきた。

「私、一人で大丈夫と思ってたけど全然大丈夫じゃなかった」

「……一人でダメなら一緒に居たらいいよ」

　なんて甘い誘いなんだろう。ますます離れがたくなって、私は抱きしめる腕に力を込めた。

「そんなこと言われたら、ホントに一生離れられない」

「気づいてるでしょ？」

　私が知っている志恩の声より、ずっとずっと低い。驚いて顔を上げると真っ黒な瞳が私を映し出している。

「華ちゃんはもう俺から離れられないんだよ」

　それでもいい。心のどこかで私がそう返事をした。

「次の休み、お出かけしようかなんて言ったけど、お部屋の片づけしようね」

　私は小さく頷いた。志恩に背中を支えてもらい、促されるようにタクシーに乗り込んだ。後は家に帰るだけだから多少の混雑は気にならない。

「華ちゃん、ちゃんとご両親とお姉さんに一緒に住むことになったって伝えてくれる？」

「うん。わかった」

　タクシーの後部座席でぴったり隣に座り、手を繋ぐ。いつも志恩の手は冷たいのに今日は温かく感じた。それほど私の体は冷え切っていたようだ。完全に家を引き払うためにはきちんと両親の了解を得る必要がある。まあ、家を出て自立している娘に今更お小言もないだろうし、ましてや相手が志恩ならばなんの問題もない。うちの両親は根っから志恩が大好きだし。そこまで考えで、私はふと仕事のことを思い出してしまった。

「あ、あのね。私の会社どうやら在宅ワークを進めていくみたいなんだけど」

「そっか。うちには部屋も余ってるしそこを使いなよ。俺も時々使ってたからパソコンデスクもワーキングチェアもちゃんとあるから」

　用意された答えに、私はさすがに面喰った。私のことなんでも知ってるなあ。なんて鈍感ではすまされないくらいに。

　本当はＫＵＲＯＩグループと聞いたときから分かっていた。けど、そんなことはどうだっていい。みんなが喜んでいたし、都の公共事業にまで流石に手出しはできないだろう。

　だけど、志恩が何かしら動いていたことは分かる。タイミングもばっちりで怖いくらいだけど、私ができることは一つしかない。

「志恩、ありがとね」

「ん。どういたしまして」

　きっとこれが正解だから。





　◇◇◇






「華ちゃん、そんなにくっついて来たら入っちゃうよ」

　冷えた体を温めるためにお湯につかっていた。はずだった。でも、私はどうしても我慢できなくて、志恩と向き合って陰部を塊に擦り付ける。そのたびにお湯がちゃぷちゃぷと揺れて、波紋を描く。

「そんなこと言って。もうするくせに」

「バレた？」

　濡れた髪をかき上げて、にやりと笑う。そのかっこよさに見とれていると、志恩が勢いよく湯船から立ち上がる。ざぶん！　と波を打ち、私の体がひっくり返りそうになった。

「わあ！」

　水を被ってびっくりしていると、大きな手が私を救出した。

「ねえ、わざとやったでしょ！」

「ははっ、分かった？」

　そのままヨイショと風呂の縁に置かれると、間髪おかずに塊が侵入してきた。

「あっ！」

　声が反響する。まさかこんなときに？　と思っていると激しい出し入れが始まる。して欲しいと思っていたが、こんなにも急に？　と自分勝手な考えが頭を巡る。それに、ちゃんとコンドームをつけたの？　と思っていると視界の端に破れたパッケージが見えた。

「安心して。君が望むことは全部してあげるから」

「……うん」

　指の間から乳房の肉がはみ出ている。長い舌がその先端で遊んでいて、私の体はすぐに火が付いた。

「じゃあ、んぅ、いっぱい、甘やかして」

「いつも以上に？」

「うん。一回目はやさしくして」

　分かったと、労わるようなセックスが始まる。丁寧な愛撫と温かい繋がり。全身で志恩の優しさを感じる。だけど私を快楽に導くことは忘れず、時に執拗に責め立てられる。

「あっ、ん、ぅう……」

「二回目はどうして欲しいか、考えてね」

「ん、次はめちゃくちゃに、して」

　めんどくさい女だ。でも、今日は本当に怖かったから許して。と甘えるように志恩に擦り寄る。もうここでしか私は安堵を得られなくなってしまったかもしれない。
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　親には志恩と一緒に住むことになったことを改めて伝えた。私と志恩の仲の良さを知っていた両親は「あらそう。仲良くね。そのうち連れて来なさい」で終わった。

　おねえちゃんからもその日のうちに連絡が来て近いうちに会おうと話がまとまった。

「おねえちゃん、志恩にも連絡したって言ってたけど何だった？」

「ああ。華ちゃんのことを大切にしてね。だって」

「ふ～ん……」

　あまり詳しく話したくなさそうだ。思えば志恩とおねえちゃんの関わりってあんまりない気がする。しろにいがすごく穏やかな人だからいつも間に入っていたような。クッションを抱えながらぼんやりと背中を見つめる。

「なに？　そんなに見つめられると穴が開いちゃうな」

　くすくすと笑いながら振り返る姿にうっとり見入ってしまう。

「志恩は本当にかっこいいよね」

「……そう？　ありがと。華ちゃんもとってもかわいいよ」

　頭を撫でられ、その手が私の顎をくすぐる。こしょばゆくて、まるで猫みたいに鳴いてしまった。

「かわいい。俺の華ちゃん」

　ぺろりと頬を舐められる。志恩は私を舐めるのが好きなのか、隙あらばあちこち食べられている。

「おいしいの？」

「うん。すごい美味しい。食べちゃいたい」

「……なんか本当に食べられそう」

　ほっぺたを食まれる。そっと視線が絡まると、食いちぎられそうなくらい獰猛な瞳に囚われた。

「ねえ、今日は俺のお願い聞いてもらっていい？」

「うん。いいよ」

　すぐ返事をする。喜んで！　と座りなおすと、なんだか志恩の様子がおかしい。顔が歪んでいる。

「え？　どうしたの？」

「俺が言うのもなんだけど、華ちゃん少し軽率過ぎない？」

「ええ！　散々甘やかした志恩が言う？」

　簡潔にまとめると、すぐ返事をした私を心配したから。が、しかし。完全におまいう案件だ。さっきも散々お願いを聞いてもらったんだからギブアンドテイクで当たり前。

「志恩のお願いならなんでも聞いちゃう」

「……俺だけでしょ？」

「もちろん」

「じゃあ、俺も華ちゃんと約束しようかな」

　約束？　私は首を傾げる。すると、がら空きになった首筋に志恩が小さく口づけを落とした。

「華ちゃんを害するモノから守ってあげるからね。安心して俺の隣に居て」

「……志恩」

　あいわかった。と大きく頷くと、首筋に吹き出した息がかかった。笑いが堪えきれないのだろうか。珍しい。

「じゃあ、今日のお願い」

　志恩がとん、と私をソファに押し倒した。今週末は部屋を引き払うための片付けをしなくちゃいけないから広いソファはまだお預けだ。

「華ちゃんのこと、もう一回食べたい」

「さっきも食べたでしょ？」

　風呂場での濃厚なやりとりを思い出す。しかし、不埒な手が服の裾から入り込んできて思い出は遥か彼方へ飛んでいった。その手はいつも通り冷たくって、ピクリと体が震えた。

「違うよ。本当に食べちゃうんだよ」

　かぷり。服の上から膨らみに歯を立てられる。全然痛くないけど、志恩の言っていることはすぐに理解した。

「あちこちに俺の食べた痕、残してあげるからね」

　にい、と口角を上げるその姿に、心が震える。きっと今日もたくさん愛してもらえる。そう思って私は大好きな人の首に腕を絡めた。







⑧黒井志恩という男








　都のモデリング事業に参加することは前々から決まっていた。参加企業の応募は多数あったものの、経営状態、状況とコストの把握、そしてモデリングになりうる企業はそう多くない。華ちゃんの会社はそことぴったり一致していた。

　自分はその事業の決定権を持っていたが、お役所人のお守は酷く疲れるものだった。結果として華ちゃんの会社に決定したときは、少しだけホッとしてしまった。

　華ちゃんの身辺は全て把握している。ＫＵＲＯＩグループからの協賛と聞いても、華ちゃんは気づかなかったようだ。

（……いや）

　彼女は賢い。無邪気を装いながらもよく周りを見ている。絶対俺の仕事ややっていることに気づいているはずだ。だが、何も言ってこない。普通なら俺に関心が無いのかと不安になるかもしれないが、華ちゃんにとって重要なのは俺の仕事ではないのだろう。

　うぬぼれじゃなければ、多分。

「副社長。都の担当の方からお電話が」

「わかりました。回して」

　立場や地位で判断する人じゃないから。だから、俺は華ちゃんが大好きなんだ。

「もしもし。お電話変わりました。わざわざすみません。ああ、はい……」

　お役人は金にうるさい。華ちゃんのためならすべての私財を投げうってでも快適にしてあげたいが仕事が絡むとそうもいかない。都から配布される予算はそう多くなく、今は民営化した鉄道会社と国のつながりもある。通勤で電車を使用する数が極端に減るのは良しとされない。あちこちの利権が絡んでくるためうかつに手は出せない。

「そうですね。私どもとしては快適な就業環境を作るために手を出していますので」

　こうやって決定事項に後からぐだぐだ口を出してくるのも解せない。電話口の声が俺の意見を捻じ曲げようとしているのが不快で仕方がない。対面で言う勇気もないくせにと右から左に受け流していく。全てシャットダウンするのは簡単だが、あんな地獄のような通勤電車にいつまでも華ちゃんを乗せていたくない。その結果、他の人の利益や自社の発展に繋がるなら万々歳だ。

「それでは再度検討していきますので」

　決まり台詞と共に電話を切るとやっと一息吐けた。どいつもこいつも邪魔ばっかりしてくる。

「副社長。例の件、調べがつきました」

「ん。時間がかかったね」

「ええ……なんというか、あちこちを転々としているせいか膨大な量になりまして」

　見せて欲しいと手を出すと、硬質なタブレットが乗せられた。資料にまとめきれないほどの何かがあるのだろう。それだけで、自然と舌打ちが漏れた。

「……クズだとは思っていたけど、相当だったな」

「副社長。これ、マングローブ不正伐採監視システムのＣＭ覚えてますか？」

　秘書がそう言ってタブレットを指さす。そこには、ＣＭ作成の概要と主要スタッフが書かれている。自分の中でもいい仕事をしたと満足いくものだったから、スタッフの顔と名前がすぐに一致した。

「どうやらここの末端にそいつがいたらしいです」

「主要な人たちはさすがに覚えている。俺の記憶にないってことは少なくとも撮影・編集には関わっていないはずだ」

「はい。確認したところ、絵コンテのアシスタントをしていたようです」

「アシスタント」

　人柄的にも実力的にも劣っていると思っていた。仕事の種類をバカにするわけではないが、あいつに今の地位はそぐわない。

「うちとの仕事でメインを張ったとでも言って今の業界に入ったんだろう」

「その可能性は十分ありますね」

　現在俺が副社長を務めるＫＵＲＯＩグループは、家電、不動産、農林、ＩＴ部門、環境保護など様々な事業を行っている。子会社も多く、そのため『ＫＵＲＯＩ』の名をこうして悪用されることも多々ある。

　ＫＵＲＯＩグループの仕事と関わったと真実を交えて話を大きくされることが多い。しかし、大企業というしがらみゆえ、そこまで対応できないのが現実だ。実際個人事業主は優良なことが多く、そういった場合には一度きりの仕事ではなく続くことが多い。今回調査されたＣＭ作成スタッフも次の仕事がもう動き出している。それが例え絵コンテのアシスタントであってもいい仕事をすれば必ずメンバーに加わってくる。

「まあ、よっぽどな仕事だったんだろうな」

「ええ。実力はあるようですが、いかんせん人間性が悪いようですね」

　俺は次の資料を確認するため、画面をスライドしていく。

「うわ、うちだけじゃなさそうだな。出版社とやりとりで新刊雑誌のデザインアシスタントもしてる」

「ええ。もうあまりに数が多くて……最後の方は自分メインでやってたと言っていたようです」

　経歴が多すぎて全部見るのは諦めたほうがよさそうだ。俺はタブレットを閉じると、小さく息を吐いた。

「個人的な用事なのに助かったよ。兄さん、ありがとう」

「今は仕事中ですよ。志恩くん」

「いいじゃない。今日は気分がいいから兄さんに甘えたい気分なんだ」

　俺がそういえば、秘書兼兄の志郎は大きくため息をついた。

「俺だって華ちゃんが悲しむのは見たくないけど、あんまりやりすぎるなよ？」

「もちろん」

　その言葉が信じられないと投げ捨てられると、俺は心外だとばかりに肩を竦めた。

「そもそも、俺たちが離れる原因だって兄さんと義姉さんのせいなんだから」

「それに関しては本当に申し訳ないと思ってる」

「でも、それがあったから俺はＫＵＲＯＩグループの権限をこうして最大限に使えるようになったから、今となっては感謝しているんだよ」

　今度は兄が肩を竦ませる番だった。家族経営に近い自社は、いずれ自分か兄のどちらかが家を継ぐことになっていた。しかし、兄は華ちゃんの家に婿入りを希望していて自然と自分に役目が回ってきた。まあ、華ちゃんの行動で半分脅したところもあるけれども。

「そもそも華ちゃんだって俺たちのこと話すようなことしてないだろ？」

「甘いよ～兄さん。俺はね、大体のこと分かるから」

「ははっ、そうだったな」

　今でこそこうやって兄は笑ってくれるが、気持ち悪かったこともあるだろう。今の声のトーン、呼吸回数、仕草、顔色。すべて読み取って兄の笑いが嘘ではないと安堵してしまう。

「俺にとってお前はかわいい弟だからさ。手伝えることは手伝うよ」

「あんまり俺にばかりかまけてると、義姉さんに嫉妬されるよ」

「そりゃ俺にとってはご褒美だ」

　多分スーツの下には人に見せられないような痕がたくさんあるだろう。笑っている兄の顔は心底幸せそうだ。幸せの形は人それぞれで、誰かの干渉を受けるものでは無い。兄と、義姉さんがいい例だ。だから俺は華ちゃんと二人の世界を作り上げていかなきゃいけない。

「全て出そろったから、二度と表に出てこれないように徹底的に叩きのめすかな」

　華ちゃんを泣かせた罪は重い。名前を口にするのも許せないほど、俺の中には怒りが全身を支配していた。





　◇◇◇






　在宅ワークが開始して、一週間。すこぶる快適で本当に天国のようだった。残念なのは周りに人がいないので、他愛ないおしゃべりができないこと。けれども野原の顔を見なくて済むのは本当に助かった。ただ、あいつがごねたせいで毎週水曜日の午後のみ進捗状況の確認ということで全員が集まる機会が出来てしまった。

　パソコンを持ち出ししているので、無理だっていう意見も出たけど野原がごり押しした。会議という名の野原の暇つぶしにみんなが付き合う羽目になりその日だけが本当に憂鬱だ。

　家の近くで会って以来、私の怒りに恐怖が混じるようになった。オンライン会議では野原の顔が映る画面に付箋を張り付けて対応していた。顔が見えなければなんとか対応できるようになった。志恩に元気をもらって全回復したつもりでも、やっぱり恐怖はぬぐえないみたいだ。一度植え付けられたトラウマっていうの？　精神的にくらったダメージは体とは違って回復が遅いみたいだ。

「白井、進捗はどうだ？」

　少しでも早く着くと、必ず隣の席に座ってくる。しかも席の詰め方がえぐい。ビジネスライクに、と思って応対すると、少しにやにやしながらじっと私を見てくる。

「強気になったり、びくびくしたり……俺すっごい振り回されてると思わない？」

「…………………は？」

　強気になったのは自分の仕事のためだし、びくびくしたのはお前が待ち伏せしてるからだろうが！　そう言いたいのに呆れと怒りと驚きがごちゃ混ぜになり何も言えなくなってしまった。

「素直になったほうがいいよ。お前可愛いんだからさ」

「……あの、勘違いされているようですが私は彼氏がいますので」

　やっと言えた！　言ってやった！　へへーんだ！　何勘違いしているんだ！　パワハラモラハラセクハラ野郎！　と、にこにこ笑いながら心の中で最大限に罵倒してやる。野原は一瞬きょとん、と放心した顔を見せたがすぐにいやらしい笑みを浮かべ始めた。

「ははーん……今度はそういった方向で気を引く？」

「……………………は？」

　素直じゃないなと笑われる。っていうか、今に至るまで自分が好かれていると思う要素あった？　私がしたことと言えば逆らって、逃げ出して、彼氏がいますからってお断りして……え？　これじゃダメなの？　どうしたらこのアホチンに分かってもらえるの？　と私は力なく背もたれに体を預けた。

「あれ、野原室長、白井さん早いですね」

「ん、まあね。秘密の話」

　え！　とスタッフが驚いたように自分と野原に視線を向ける。あ、やばい。勘違いしてる。そう思って私は慌てて手を振る。

「ちが、仕事の話！」

「仕事の話なんてしてないだろ？」

　ずい、と距離が縮まってぞぞぞと肌が粟立った。

「お前も空気読めよな～」

「やっべ。お邪魔しました？　すんません」

　なんて笑ってスタッフを指さしている。それに若いスタッフも茶化すように私に視線を映した。その顔には「野原と白井さんがデキてる！　マジか」と書かれている。

　ああ、これは完全に俺の女扱い。私はとにかく否定するために違う。やめてください。と野原から距離を取る。

「ごめんな。こいつ、素直じゃなくて」

「だから！　違います！」

　そう何度も否定するたびに、相手の思うつぼになってしまった。彼氏がいるって言ったのに。どうしてこんなことになっちゃうの？　半分泣きそうな気持ちを必死に押し込めて史上最低の会議が始まった。

（マジで辛い。でもこれさえ終わればまたおうちで仕事だから……）





　◇◇◇






「はああああ～～～～～～～」

　演歌のこぶしと言ってもおかしくないほどにため息が漏れた。明日は水曜日で出勤日。野原があんなこと言うから、あっという間に職場に私たちが付き合ってると広まってしまった。たいていの人は嘘だと信じてくれたけど、他の部署の人はそう思っていないみたいだ。毎日否定したくても出社は無いし、わざわざオンライン会議で宣言するのも社会人としてどうかと思うし……八方ふさがり。

「私には志恩しかいないのにな」

　ぽつりとつぶやいたけど、平日の昼間はもちろん志恩はいない。いつもだったらどうしようって泣きつくけど、さすがに自分の彼女が他の男と付き合ってって噂されるのはいい気分でもないだろう。

「せっかく志恩が私と野原に距離ができるようにしてくれたのにな」

　自分が無能なせいで、どんどん悪い方向に向かっている。いっそもう志恩に会社に迎えに来てもらえないか。いや、逆に二股女とか噂される？　でも私がはっきり言えば…………と、解決方法が見つからない。しまいにはネットで検索までしてしまった。

『上司、好意、困る、対応』の結果によると、無視が一番いいと。ただ曲がりなりにも上司～～～そして無視するにも水曜日しか会わないから効果が薄そう。なんて検索していたら、有名タレントのお悩み相談ラジオにたどり着いた。そこでは自分に後輩が好意を寄せている。こっちからアプローチしてもいいかっていうちょっと気持ち悪い案件だった。タレントさんはきっぱり、「上司として慕っているだけ。恋と勘違いするな」ってきっぱり言ってた。私もタレントさんにお悩み相談送ろうかな……そしてそれを野原に送りつけてやろう。なんて考えて何て非現実的だと悲しくなった。

「あ～やだ。ヤダヤダ。そしてまた今日これから会議だ。とりあえず、付箋張ってやりすごそ」

　すでに会議のためにスタンバっている野原の顔に付箋を張り付けた。こっちはまだカメラもマイクもオフ。その付箋にあっかんべーの顔を描くとちょっとだけすっきりした。

「あ～あと五分。早く始まって早く終われ～」

　今回は新人さんが初めて一人でデザインを担当したためその進行と出来の確認だ。あらかじめ作業内容とデザインをもらっているため各自意見を述べていく。私としてはイラストに対して文字が少し大きいのが気になる程度で、そのほかは問題なさそうだ。電子書籍と紙本が同時発売であるため、色味の確認は必須だ。手元にある実際の印刷物からは本の雰囲気がきちんと伝わってくる。作品を理解した上の仕事だとすぐに理解できた。きっと、担当したスタッフも満足いっていることだろう。

　と、そんな風に思っていたのに。

「いや～最近の流行りとはちょっと違くないか？」

　はい、でた～。みんながそれぞれ意見を出し合って、これで行こうかという確認を取っている最中だった。野原が全てをひっくり返すような意見を述べてきた。

「……え、と。流行り、ですか？」

　きちんと質問した新人ちゃん、えらい！　心の中で拍手をする。

「そう。すっきりしすぎてるっていうか。やっぱり本屋で目をつけてもらうにはもう少し明るい色味を入れたら？　赤とか、オレンジとか」

　画面越しでも新人さんが戸惑っているのが分かる。在宅ワークになる前に相談を受けていた身としては放っておけない。

「それだと作品と大きな相違が生まれます。この話は決して明るくないですが人の成長と葛藤が描かれた話です。作者自身が心に流れる音を表現したといっていましたので私はこれでいいと思います」

　新人さんが作者さんと担当さんとイラストレーターさんと話をした中で生まれた表紙だ。ここに明るい色なんて入れたら世界観が台無しだ。

「画面越しだと強気だな～華は」

　名前を呼ばれた。信じられない。私は顔にかっと熱が集まった。

「そんな呼び方やめてください。今は仕事の会議中ですよ」

「ああ、そうだったな。まあ、華がそう言うならそれで行こうか。俺は華を認めてるから」

　とりあえずデザインはこのままでもよさそうだ。しかし、三度も名前を呼ばれた。三度も！　私の名前を呼んでいい人は限られるのに！　もう無理！　私は我慢の限界だった。

「私は、野原室長に名前を呼ぶことを許した覚えはありません」

「照れんなって」

「照れてません。不愉快です。私はちゃんとお付き合いしている人がいますし、将来のことも考えています」

　もうこのさいＴＰＯなんて構ってられない。こんな風に相手の挑発に乗るなんて大人のすることじゃないが、もう自分を押し殺せない。

「おい。華、そんな風に言うなよ。悪かったって」

「名前を呼ばないでっていいましたよ、」

　ね！　と声を荒げようとしたところで、画面の付箋がはがれた。喧嘩上等コノヤローと意気込んでいた私は、その手の主が誰だか分からなかった。

「ああ、ごめんなさい。なんだか不穏な声が聞こえたんで。お仕事中でしたね」

「ん、な。し、し」

　名前を呼びたくっても残っていた理性でなんとか堪えた。散々人の名前を呼ぶななんて言っといて自分がやるなんておまぬけなことだから。

「え、ダレ？」

「白井さんの彼氏？」

「え、でも野原室長と付き合ってるって……」

　画面越しでのざわつきって伝わるんだなあ。なんて無理に冷静になろうとする。しかし、当の志恩は悪いことなんてしてないよとばかりにカメラをまっすぐに見つめていた。

「すみません、なんだかうちの華が嫌な思いをしてるって聞いて。前に出ずにはいられなくて」

　で、出たー！　志恩お得意のキラキラスマイル。近所のおばちゃん、同級生、隣の隣に家の私には吠える犬まで虜にする麗し笑顔！　けど、この笑顔は志恩の処世術だって知ってる。でもみんな騙されちゃうんだよね。私も騙されちゃうけど。

「お久しぶりですね、ＨＡＲＡさん」

「……は？」

　はら？　原さん？　こいつは野原だよ？　と私と画面の向こうのスタッフが首を傾げた。しかし、野原だけはわかりやすく表情を硬くした。

「どこかでお会いしたことがありますか？」

　平静を装っているがどう見ても動揺してる。ちっちゃな画面でもわかるくらい目が泳いでる。

「嫌だなあ。ＣＭでお世話になったと思いますよ。絵コンテアシスタントでしたが」

「……っ」

　今度は顔を青くした。おお。分かりやすすぎる。でも、絵コンテアシスタントなんて……昔の話だろうか？　ＣＭ撮影に関わっていたなんてやっぱり実力はあるんだろう。

「えっと、後はなんでしたっけ、お名前をとってフリーデザイナーＭＩＴｕなんて名乗ってたときもありましたよね？　それから、ＮＯＨＡ、ＲＹＵＲＹＵ、どれもローマ字表記なのですぐに後を追えましたよ」

　おおお。野原があわあわし始めた。「あわあわ」という吹き出しをつけたいほど、慌てていて面白い。フリーのデザイナーが名前を変えることなんてしょっちゅうだ。何もおかしなことはない。ただ、野原の年齢からは多すぎな気もしないが。

「名前を変えざるを得なくなったのは、今みたいなことが続いたからですかね？　脅迫からのおもしれー女からの素直じゃない。追い込まれた女性たちが証言してくれましたよ。都合が悪くなるとドロンする……あ、切れた」

　急に野原の画面がシャットダウンされた。それと同時にオンライン会議の終了ボタンも押されたのか画面には『会議が終了されました』と表示されている。

「え～うそ～」

　私があっけに取られていると、長い腕が私の体を包んだ。

「くっそ逃げた。でもまあいい。手は打ってある」

「し、志恩。そういえばどうしてここに？」

「知ってるでしょ？　俺は華ちゃんのピンチには必ず来るの」

　抽象的すぎるけど、ちゃんと納得できる。それでこそ志恩だから。

「ごめんね。あいつを排除するの遅くなっちゃった。何かやばい経歴がたくさんありすぎで追うのに時間がかかって」

「……え～と。それは今画面を強制終了した人ですか？」

「うん。あいつ、どうやら経歴詐称まがいなことしてたみたいで」

「え！」

　実力はあるように見えたため、まさかと驚きを隠せない。

「まがいってとこがミソで、あちこち渡り歩いているうちに、大企業と仕事した～とか。今回は華ちゃん所の人事がそれを真に受けちゃったみたい。でも、いつもこうやって女の子に手を出すから失敗してたみたいよ」

「ま、マジか～漫画みたいだ」

　驚きを通り越して呆れしかない。

「その漫画みたいなやつに華ちゃんは目を付けられちゃったってわけ」

「げえ。嬉しくない」

「自分と同じレベルに立てる女と従順で素直な女を求めるなんとも身分不相応なやつなんだよ」

　へえ～とただただ感心するしかない。志恩は私を包み込んだままパソコンのマウスをもって社内メールシステムを開いた。

「ほら見て。人事からメール来ているよ」

「え？　どれ？」

　モニターを見つめると、『弊社社員の規定違反について』とタイトルがある。中身を見なくても野原のものと分かった。

「多分、経歴詐称や今までのセクハラパワハラモラハラ訴えられるんじゃない？　名前を変えて活動してたから後を追いにくかったけど、場所と姿さえわかれば鉄槌を下したい人はいっぱいいると思う」

　はああ～ともう一度声を漏らすと、志恩は画面を閉じた。

「志恩」

「ん？」

「ありがとう。助けてくれて。すごい心強かった」

　私が助けて欲しいとき、志恩はいつも飛んできてくれる。一人じゃダメでも、二人ならきっと平気。心の底からそう思えた。

「でも、私は志恩に助けてもらってばっかりだからな」

「そんなことないよ」

　私のつぶやきに、すぐさま否定が入って。それはもうものすごい勢いで。

「華ちゃんがいなければ俺はもうとっくに死んでると思う」

「は、どゆことよ？」

「俺にとって息すらしにくい世界で、華ちゃんの側だけが安心できる場所なんだ」

　大げさだと笑うが、真剣な瞳に嘘は見えない。

「……志恩にとって、この世界は息をしにくい？」

「うん。華ちゃんと家族以外と話していると、いつも気持ちが悪くて死にそうだ」

「……じゃあ、私がいれば大丈夫なの？」

　志恩の顔が私の髪に埋まった。

「香りも、手触りも、声も……華ちゃんのだけが欲しい」

　答えのようで答えじゃない。ただ、私がいないとこの人は死を覚悟するほどの思いらしい。

「だから、ずっと側にいてね」

「うん。もちろんだよ」

　真っ黒になったモニター画面に、私達がキスをする画が映っている。みんなに見せつけてやりたいって思ったけど、今は幸せだからいいかと自分を納得させた。







⑨二人だけのお城が完成








　在宅ワークは私をこの家から出さないための志恩の考えだったようだ。私はもろ手を挙げて喜んだし、結果としてハッピーエンドだから全く問題ない。麗ちゃんが言っていたポップな監禁は戯言ではなかったのだ。

「ずっとこの家にいればいいのに」

「だって、おねえちゃんが結婚前に少しだけでもいいから一緒にいたいって言うから」

　そう。私たちはとんとん拍子に結婚が決まった。私を悩ませていた野原は初めからいなかったかのように退職していた。とりあえず海老根が帰ってくるまでは室長不在となったが、そこはみんなで協力して週替わりの代行で応対していくことになった。とは言ってもチェックと進捗確認、それとカンファレンスでの情報共有だ。どうやら野原は本当にやばいクリエイターだったらしく、それも全て明らかになった。名前がローマ字表記なのもなんとなく小物感が漂っていて笑っちゃう。ぷぷっ。

　そして、他の会社にも野原の悪行が知れ渡ったのかもうこの業界で働くのは無理だろう。って志恩が言ってた。

「あ、おねえちゃんが迎えに来たって」

「俺も行く」

「お見送り？　寂しい？　離れるって言ったって三日くらいだよ」

　抱きしめられながらイチャイチャしていると、ピンポンピンポンとインターホンが激しく鳴り響いた。

「っ、チッッ」

　すごい大きな舌打ちと共に、志恩が玄関を開けた。

「あらあら、心の狭い志恩くん。こんにちは。華ちゃん、久しぶり。さあ、おうちに帰りましょう？」

「義姉さんこんにちは。ご立派なご挨拶どうも。誰かさんのせいで遠回りしましたが、無事に華ちゃんと結婚することになりましたのでどうぞよろしく」

「お、おお……」

　バッチバチに火花を散らす二人に私はたじろぐ。この二人は会えばネズミと猫のようにいがみ合ってしまう。それは私が志恩から離れる前より続いていて根本的に相性が悪いのかもしれない。

「華ちゃん？　今ならまだ間に合うわ」

「義姉さん？　言っていいことと悪いことがありますよ」

　おねえちゃんが私の肩を掴んだと思ったら志恩が割り込んできて。そんな押し問答を繰り返していて無駄な時間だけが進んでいく。

「私は心底こいつが気に入らないわ～」

「奇遇ですね。俺もです」

「華ちゃん、こいつ本当にやばいのよ。知らないかもしれないけど、華ちゃんからもらったものや要らなくなったものとか、体育祭で撮った写真とか全部言い値で買い取ってパッキングしたりしてるんだよ？　隠し撮りなんて日常茶飯事だし、考え直して！」

　え、それはさすがに初耳だ。けど、志恩ならやりかねない。私はふ～んそうなんだ～と軽く流す。

「俺の華ちゃんは今更そんなことで驚かないよ」

「くっ、こいつだけは嫌だったのに……」

　なんだか二人の仲の良さの方が気になってしまう。いがみ合っていると分かるが、どうにも距離が近い。それが面白くなくて、私は志恩の腕をぐいっと引いた。

「志恩、おねえちゃんと近すぎる」

「！！！！！！？？？？」

　その瞬間、いつも端正な顔が一気に崩れて、一昔流行った宇宙に動物がいるみたいな画像が思い出された。

「は、はははは、華ちゃんが」

　嫉妬した。嫉妬した。と、壊れたおもちゃのように何度も呟いている。なによ。私だって焼きもちくらい焼くんだから。

「はははは、華ちゃん？　お姉ちゃんはこいつとは何もないからね？　誤解しないで。私は志郎くん一筋なんだから」

「わかってる。わかってるけど」

　なんか、やなんだもん。美人で有名なお姉ちゃんと志恩が並ぶとどっかの雑誌のスナップみたいにお似合いだから。

「華ちゃん、俺は君だけだよ。君だけ愛してる」

「……うん」

　やっぱり行かせない。とぎゅうぎゅうに抱きしめられて、キャラ崩壊してるな～なんて思ってしまう。けど、そんな志恩も好きで好きで仕方がない。ぎゅうっと抱きしめ返して、私は顔を上げた。

「志恩、だーいすき」

　多分、これから先も私の居場所は志恩の腕の中だから。







あとがき








　はじめましての方もそうでない方もこんにちは。ぐるもりです。濃蜜ラブルージュ様では四作目となります。担当編集者様、イラストレーターの北きた沢ざわきょう先生、デザイン会社の皆様、刊行にあたりご尽力いただきありがとうございました。今回はポップな監禁愛をテーマに、お気楽華ちゃんと腹黒（漆黒）な志恩君とのラブコメディーをお届けしました。甘やかされるヒロインが大好きなので、それはもう楽しく書かせてもらいました。ちょっとおとぼけな華ちゃんは色々な人を惹きつけちゃうので、悪い人が寄ってきてしまう感じです。それを追っ払っていたのはお姉ちゃん、麗ちゃん、志恩君です。今回の野原はその隙間をぬって擦り寄ってきたので、ちょっと無双してしまいました。書いてて本当に嫌な奴だったので、早く成敗してやりたい気持ちでいっぱいでした。本編にはがっつり書いていませんが、華ちゃんにとって都合が悪いことはすべて志恩君がなんとかしてくれてました。表立ってやらないのは、必死な自分を見られたくない志恩君のプライドかもしれません。苦労人な志恩君。そんな彼が作者としてはとっても愛しいです。けれども華ちゃんはそんな志恩君の努力を無意識のうちに労っちゃうので、それが中毒になって……の繰り返しですかね。ただ、華ちゃんも志恩君を大好きなのでとってもお似合いってことだと思います。幼馴染属性は私の大好物なので、機会があればまた書きたいな、と思っています。ありがたいことに次作のお話もいただいていて、次はツン属性多めの夫婦を書きたいななんて思っています。夫の愛（絶倫）が重すぎて、なんとか普通の生活を送りたい妻……（学生結婚）なんてどうでしょうか。夫婦だと濃厚なエッチを楽しめていいですよね！　そこに至るまでの過程を書くのも大好きなんですけど……。

　あと、最近男性視点を書くのが楽しすぎてついつい量産しがちなんですが、皆さまはお好きですか？　私は大好きです！（断言）男性視点があると、答え合わせというか、愛されてる～！　ってのが実感できるのがとても好きなんです。安心感があるっていう言い方もおかしいですが、そんな心理かもしれません。だからこれからもラブてんこ盛りで執筆を続けていきたいです。だらだらと書き綴ってしまいましたが、あとがき大好き人間としては常に語る場にしていきたいと思っています。近況としては、献血に行ってみました。緊張して血圧爆上がりでしたがなんとか頑張れました。血の勢いはいいので、すぐ終わりました。看護師さんたちがめちゃくちゃ褒めてくれてまた行こうって思えました！

　まだまだ気の抜けない世の中ですが、皆さまどうぞご自愛ください。ではまたどこかでお会いできますように！
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